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別添資料３－１－①－２「国立大学法人上越教育大学の大学教員の人事方針」

国立大学法人上越教育大学の大学教員の人事方針

平成18年３月15日
教 育 研 究 評 議 会

上越教育大学の理念・目的を最適に実現するとともに教育研究の一層の向上を目指し，
大学教員人事に係る基本方針を定めるものとする。

１ 教育に関する臨床的研究の推進とその成果に基づいて優れた教育実践力を有する教育
者の養成と現職教員の資質向上への取組が円滑に進むよう，教員人事は大学全体で行う
ものとする。

(1) 柔軟な教育研究組織を基本に，教育・研究指導，研究等，機能や目的に応じ，柔軟
で多様な人事を行うものとする。

(2) 教員の流動性を高め，教育・研究・社会貢献の高度化と活性化を図るものとする。

(3) 学校現場と密接に結びついた実践的な大学であることから，学校現場における教育
経験を有する者の雇用促進を図るものとする。

(4) 国内外を問わず優れた人材の確保及び男女共同参画社会の実現に向け，外国人及び
女性の雇用促進を図るものとする。

２ 教育研究活動の不断の活性化，教員人事の客観性及び透明性を高めるため，教員人事
はシンプルで明確な基準によって管理するものとする。

(1) 教員の採用及び昇任等（以下「選考」という ）は，本学の理念・目的に沿って行。
うものとする。

(2) 教員の選考に当たっては，学長が選考の目的・理由を明確にし，教育研究評議会に
発議して行うものとする。

(3) 教員の採用は，原則として公募とする。

， （ 「 」 。）(4) 教員候補者の選考は 教授以上を構成員とする教授会 以下 人事教授会 という
に置く教員選考委員会が候補者を決定し，人事教授会の議を経て，教育研究評議会が
行うものとする。

(5) 教員の選考に当たっては，履歴，研究業績，教育業績，社会貢献，教育や研究に対
する今後の展望等を多面的に評価するとともに，面接，授業，講義録等により，教育
の能力を具体的に評価するものとする。

(6) この方針に沿った教員選考基準を作成し，公開するものとする。



別添資料 ３－１－①－３「第31回教育研究評議会議事論旨 （抜粋 」）

平成１８年３月２２日（水） １３：１０～１３：２０日 時

議 事

１ （省略）

２ 大学教員の人事方針

学長から，３月１５日（水）開催の第３０回教育研究評議会で承認された同方針 につ

いて，学校現場における教育経験 を有する者の雇用促進，外国人及び女性の雇用促進に

係る具体的 な対応策について 次のとおり 説明があった。

(1) （省略）

(2) 外国人 の雇用促進

教員の公募に際して「国籍は問わない 。ただし，日本語 を母語としない場合は，教

育及び学内業務 を遂行可能 な十分な日本語能力 を有すること」を明記する。

(3) （省略）

以 上



別添資料３－１－①－４「教育選考について（発議） （第34回教育研究評議会資料より 」）

平成１８年６月１５日

教育研究評議会議長 殿

学 長

教 員 選 考 に つ い て （ 発 議 ）

教員選考について，下記のとおりを発議します。
また，学長，副学長及び教授で組織される教授会に教員選考委員会設置の提案を行います。

記

１ 担当予定授業科目名
( ) 学部1

障害児教育概論Ⅲ

( ) 大学院2

授業科目の区分 授 業 科 目 の 名 称 単位数 担当分野等

専攻科目 障害児心理・生理検査法 Ｐ２ 障害児心理学
障害児心理学論 Ｌ２
障害児教育観察・参加 Ｐ２
特別支援教育論 Ｌ２I
障害児研究法 Ｌ２
障害児研究法演習 Ｓ４
障害児教育臨床実習Ⅰ Ｐ２C
障害児教育臨床実習Ⅱ Ｐ２C
障害児応用教育臨床実習Ⅰ Ｐ２C
障害児応用教育臨床実習Ⅱ Ｐ２C
障害児教育実践学研究セミナーⅠ Ｓ４
障害児教育実践学研究セミナーⅡ Ｓ４

２ 任用予定時期
平成１９年４月１日

３ 任用予定職名
助教授又は講師

４ 講座名等
障害児教育講座

５ 専門分野
障害児心理学

６ 選考を行う理由
教授ポストの活用について，次のように藤原 義博教授の転出に伴う障害児教育講座の



対応する。
盲学校，聾学校及び養護学校の一種及び専修免許状の取得に必要な授業科目は 「教育の，

基礎理論 「障害児の心理，生理，病理 「障害児の教育課程，指導法 「教育実習」の」， 」， 」，
４領域に分けられている。このうち「障害児の心理，生理，病理」の領域で養護学校対象児
を中心とする障害児心理学に関する授業科目については，藤原 義博教授及び障害児教育実
践センターの惠羅 修吉助教授が担当していたが，両人の転出に伴い，開設が困難な状況と
なっている。更に，毎年多くの大学院生が障害児心理学をベースとした指導法に関する内容
を修士論文の研究テーマとして希望するが，このニーズに対しても十分に対応することがで
きない状況となっている。

以上のことから，障害児心理学を専門分野とする教員を補充し，教育研究指導に支障がな
いようにするとともに，平成１９年度から予定されている 免許状への移行特別支援学校教諭
に伴い「知的障害，運動障害，軽度発達障害」に係る障害児心理学の授業科目の開設に備え
て発議するものである。

７ 募集の方法
( ) 採用・昇任の別1

採用（公募）

( ) ( )の理由2 1
広く人材を求めるため，公募を行う。

( ) 公募の条件3
① 修士以上の学位を有する者又はこれと同等の研究業績を有する者。
② 障害児心理学に関する研究業績を有する者。知的障害を主な研究領域とする者が望ま

しい。
③ の年齢が４０歳以下であることが望ましい。採用時
④ 国籍は問わない。ただし，日本語を母語としない場合は，教育及び学内業務を遂行可

能な十分な日本語能力を有する者。





別添資料３－１－②－２「平成18年度非常勤講師担当授業科目の日程等」



別添資料３－１－②－３「平成18年度教員養成実地指導講師採用計画」



別添資料３－１－③－１「平成18年度教育職員免許課程認定上等の専任教員一覧」

平成１８年度教育職員免許課程認定上等の専任教員一覧

注）本件は，平成18年度教育職員免許課程認定申請及び変更届に基づき作成したものである 。。
１ 小学校・幼稚園教諭一種普通免許状の専任教員
○教科に関する科目

専 任 教 員
免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

教 授 助 教 授 講 師

国語（書写を含む ） （小・幼） １ （小学校の専任）。
９教科に関する科目のうち５科目以上

社会 （小） １ にわたり，それぞれ１人以上計５人以上

算数 （小・幼） １ （幼稚園の専任）
６教科に関する科目（これらの科目に

理科 （小） 含まれる内容を合わせた内容に係る科目
その他これら科目に準ずる内容の科目を

生活 （小・幼） １ 含む ）のうち３科目以上にわたり，そ。
れぞれ１人以上計３人以上

音楽 （小・幼） １ １
（その他）

図画工作 （小・幼） １ １人以上が教授
入学定員が50人を超える場合は，50人

体育 （小・幼） １ を超えるごとに教科に関する科目及び教
職に関する科目の専任教員をそれぞれ１

家庭 （小） １ 名ずつ以上増員

○教科又は教職に関する科目
注）専任教員は必要ない

○教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分等 専 任 教 員
備 考

科 目 各科目に含める必要事項 教 授 助 教 授 講 師

教職の意義 教職の意義及び教員の役割 １ （小学校の専任）
等に関する 教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を 〔 教職の意義等に関する科目 「教「 」，
科目 含む ） 育の基礎理論に関する科目 〕。 」

進路選択に資する各種の機会の提供等 〔 教育課程及び指導法に関する科目「
（ 。），「 ，各教科の指導法を除く 生徒指導

」〕教育の基礎 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ２ １ 教育相談及び進路指導等に関する科目
理論に関す 〔 教育課程及び指導法に関する科目「
る科目 幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過 ４ ６ ３ （各教科の指導法を限る 〕の各分野。）」

程（障害のある幼児，児童及び生徒の心身の発 について，それぞれ１人以上，計３人以
達及び学習の過程を含む ） 上。

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項 ２ （幼稚園の専任）
〔 教職の意義等に関する科目 「教「 」，

教育課程及 教育課程の意義及び編成の方法 １ １ 育の基礎理論に関する科目 〕」
〔「 」，び指導法に 教育課程及び指導法に関する科目

関する科目 幼 １ 「生徒指導，教育相談及び進路指導等に（ ）
関する科目 〕の各分野について，それ」

各教科の指導法 （国語科） １ ぞれ１人以上，計３人以上

（社会科） １ （その他）
１人以上が教授

（算数科） １ 入学定員が50人を超える場合は，50人
を超えるごとに教科に関する科目及び教

（理科） １ 職に関する科目の専任教員をそれぞれ１
名ずつ以上増員

（生活科） １

（音楽科） １

（図画工作科） １

（体育科）

（家庭科） １

道徳の指導法 １

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用 ５ ２
を含む ）。
（幼）

保育内容の指導法 幼 ２ １ １（ ）

生徒指導， 生徒指導の理論及び方法 １
教育相談及
び進路指導 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知 ２
等に関する 識を含む ）の理論及び方法。
科目

進路指導の理論及び方法 １

（ ）幼児理解の理論及び方法 幼

総合演習 ２

教育実習 １ ４

２ 中学校・高等学校教諭一種普通免許状の専任教員
○教科に関する科目

認定を受け 専 任 教 員
る免許状の 免許法施行規則に定める科目区分 備 考
種類 教 授 助 教 授 講 師

中一種免 国語学（音声言語及び文章表現に関するものを １ １ （専任）
（国語） 含む ） ３人以上（１人は教授）。
高一種免
（国語） 国文学（国文学史を含む ） １ １。



漢文学

書道（書写を中心とする ） （中） １。

中一種免 日本史及び外国史 ２ （専任）
（社会） ４人以上（１人は教授）

地理学（地誌を含む ） ２ １ （その他）。
， ，社会と地理歴史 社会と公民の場合は

それぞれの専任教員として取り扱う
「法律学，政治学」 １

「社会学，経済学」 １

「哲学，倫理学，宗教学」 １ １

高一種免 日本史 ２ （専任）
地理歴史 ３人以上（１人は教授）（ ）

外国史 １ （その他）
， ，社会と地理歴史 社会と公民の場合は

人文地理学及び自然地理学 ２ １ それぞれの専任教員として取り扱う

地誌

高一種免 「法律学（国際法を含む ，政治学（国際政 １ （専任）。）
（公民） 治を含む 」 ３人以上（１人は教授）。）

「社会学，経済学（国際経済を含む 」 １ （その他）。）
， ，社会と地理歴史 社会と公民の場合は

「哲学，倫理学，宗教学，心理学」 １ １ それぞれの専任教員として取り扱う

中一種免 代数学 １ （専任）
（数学） ３人以上（１人は教授）
高一種免 幾何学 １
（数学）

解析学 １

「確率論，統計学」

コンピュータ １

中一種免 物理学 ２ １ （専任）
（理科） ４人以上（１人は教授）
高一種免
（理科） 物理学実験（コンピュータ活用を含む ）。

化学 １ １

化学実験（コンピュータ活用を含む ）。

生物学 １ １

生物学実験（コンピュータ活用を含む ）。

地学 ２

地学実験（コンピュータ活用を含む ）。

中一種免 ソルフェージュ １ （専任）
（音楽） ３人以上（１人は教授）
高一種免 声楽（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む ） １。
（音楽）

器楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む ） １。

指揮法 １

音楽理論，作曲法（編曲法を含む ）及び音楽 １ １。
（ 。）史 日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む

中一種免 絵画（映像メディア表現を含む ） １ （専任）。
（美術） ３人以上（１人は教授）
高一種免 彫刻 １
（美術） （その他）

デザイン （映像メディア表現を含む ） １ 美術と工芸の場合は，それぞれの専任。
教員として取り扱う

工芸 （中） １ １

美術理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統美 １
術及びアジアの美術を含む ）。

高一種免 図法及び製図 （専任）
（工芸） ３人以上（１人は教授）

デザイン １
（その他）

工芸製作（プロダクト制作を含む ） １ １ 美術と工芸の場合は，それぞれの専任。
教員として取り扱う

工芸理論，デザイン理論及び美術史（鑑賞並び
に日本の伝統工芸及びアジアの工芸を含む ）。



認定を受け 専 任 教 員
る免許状の 免許法施行規則に定める科目区分 備 考
種類 教 授 助 教 授 講 師

中一種免 体育実技 ４ １ （専任）
保健体育 ３人以上（１人は教授）（ ）

高一種免 「体育原理，体育心理学，体育経営管理学，体 １
保健体育 育社会学」及び運動学（運動方法学を含む ） （その他）（ ） 。

保健体育と保健の場合は，それぞれの
生理学（運動生理学を含む ） １ 専任教員として取り扱う。

衛生学及び公衆衛生学

学校保健（小児保健，精神保健，学校安全及び ２ １
救急処置を含む ）。

中一種免 生理学及び栄養学 （中） １ （専任）
（保健） ３人以上（１人は教授）

「 ， ， ， 」 （ ）高一種免 生理学 栄養学 微生物学 解剖学 高
（保健） （その他）

衛生学及び公衆衛生学 保健体育と保健の場合は，それぞれの
専任教員として取り扱う

学校保健（小児保健，精神保健，学校安全及び ２ １
救急処置を含む ）。

中一種免 木材加工（製図及び実習を含む ） （専任）。
（技術） ４人以上（１人は教授）

金属加工（製図及び実習を含む ）。

機械（実習を含む ） １。

電気（実習を含む ） １。

栽培（実習を含む ）。

情報とコンピュータ（実習を含む ） ２。

中一種免 家庭経営学（家族関係学及び家庭経済学を含 １ （専任）
（家庭） む ） ４人以上（１人は教授）。
高一種免
（家庭） 被服学（被服製作実習を含む ） １ １。

食物学 栄養学 食品学及び調理実習を含む １ １（ ， 。）

住居学

保育学（実習及び家庭看護を含む ） １。

家庭電気・機械及び情報処理

中一種免 英語学 １ １ （専任）
（英語） ３人以上（１人は教授）
高一種免 英米文学 ２
（英語）

英語コミュニケーション

異文化理解 １ １

高一種免 情報社会及び情報倫理 １ （専任）
（情報） ４人以上（１人は教授）

コンピュータ及び情報処理（実習を含む ）。

情報システム（実習を含む ） １。

情報通信ネットワーク（実習を含む ） １。

マルチメディア表現及び技術（実習を含む ） １。

情報と職業

○教科又は教職に関する科目
注）専任教員は必要ない



○教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目区分等 専 任 教 員
備 考

科 目 各科目に含める必要事項 教 授 助 教 授 講 師

教職の意義 教職の意義及び教員の役割 １ （中学校，高等学校の共通専任）
等に関する 教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を 教職の意義等に関する科目 又は 教「 」 「
科目 含む ） 育の基礎理論に関する科目（幼児，児童。

進路選択に資する各種の機会の提供等 及び生徒の心身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児，児童及び生徒の心身

教育の基礎 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ２ １ の発達及 び学習の過程を含む ）を除。
理論に関す く 」について１人以上，。）
る科目 幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過 ４ ６ ３ また 「教育の基礎理論に関する科目，

程（障害のある幼児，児童及び生徒の心身の発 （幼児，児童及び生徒の心身の発達及び
達及び学習の過程を含む ） 学習の過程（障害のある幼児，児童及び。

生徒の心身の発達及び学習の過程を含
教育に関する社会的，制度的又は経営的事項 ２ む ）に限る 」又は「教育課程及び指。 。）

導法に関する科目」について１人以上
教育課程及 教育課程の意義及び編成の方法 １ １
び指導法に （その他）
関する科目 各教科の指導法 （国語） ２ どちらかの分野１人は教授

（社会，地理歴史，公民） ２

（数学） ２

（理科） １

（音楽） １

（美術） １

（工芸）

（保健体育） １

（保健）

技術 中 １（ ） （ ）

（家庭）

（情報）

（英語） １ １

道徳の指導法 （中） １

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用 ７ ４ ２
を含む ）。

生徒指導， 生徒指導の理論及び方法 １
教育相談及
び進路指導 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知 ２
等に関する 識を含む ）の理論及び方法。
科目

進路指導の理論及び方法 １

総合演習 ２

教育実習 １ ４



３ 小・中・高・幼学校教諭専修免許状の専任教員
○特殊教育に関する科目等は除く。

認定を受ける 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

教 授 助 教 授 講 師

学校教育専攻 小専免 教職に関する科目 １７ １９ ３ （専任）
学校臨床コース 中専免 小学校教員養成
発達臨床コース （国語 （社会） の場合，４人以上）
臨床心理学コー （数学 （理科））
ス （音楽 （美術） 幼稚園教員養成）

（ （保健） の場合，３人以上保健体育）
（技術 （家庭））
（職業 （ ） 中等教育教員養） 職業指導
（英語 （ ） 成の場合，免許教） ドイツ 語
（ （宗教） 科応じ，学部の場フランス 語）
高専免 合と同じ教科に関
（国語 （ ） する科目に必要な） 地理歴史
（公民 （数学） 専任教員数を置く）
（理科 （音楽））
（美術 （工芸））
（書道 （ ）） 保健体育
（保健 （看護））
（家庭 （情報））
（福祉 （農業））
（工業 （商業） 教職に関する科目 ２）
（水産 （商船） ※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当）
（ （英語） のもの職業指導）
（ （ ）ドイツ 語 フランス 語）
（宗教）
幼専免

幼児教育専攻 小専免 教職に関する科目 ２ ２ １
幼専免

教職に関する科目
※ただし，幼専免のみ該当のもの

教科・領域教育 小専免 国語の教科に関する科目 ２ ３
専攻 中専免（国語）
言語系コース 高専免（国語） 国語の教科に関する科目 １
（国語） 幼専免 ※ただし，小専免，中専免のみ該当のもの

教職に関する科目

教職に関する科目 １ ２
※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当
のもの

教科・領域教育 中専免（英語） 英語の教科に関する科目 ４ １ １
専攻 高専免（英語）
言語系コース 教職に関する科目 １ １
（英語）

教科・領域教育 小専免 社会，地理歴史の教科に関する科目 ３ ４
専攻 中専免（社会）

（ ）社会系コース 高専免 地理歴史

教職に関する科目 １ ２

小専免 社会，公民の教科に関する科目 ２ ２
中専免（社会）
高専免（公民）

教職に関する科目 １ ２

教科・領域教育 小専免 数学の教科に関する科目 ４ １
専攻 中専免（数学）
自然系コース 高専免（数学）
（数学） 幼専免

教職に関する科目

教職に関する科目 ２
※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当
のもの

教科・領域教育 小専免 理科の教科に関する科目 ５ ４ １
専攻 中専免（理科）
自然系コース 高専免（理科）
（理科）

教職に関する科目 １ １

教科・領域教育 小専免 音楽の教科に関する科目 ４ ４
専攻 中専免（音楽）
芸術系コース 高専免（音楽）
（音楽） 幼専免

教職に関する科目 １ １



認定を受ける 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

教 授 助 教 授 講 師

教科・領域教育 小専免 美術の教科に関する科目 ２ １ １
専攻 中専免（美術）
芸術系コース 高専免（美術）
（美術） 幼専免 教職に関する科目

教職に関する科目 １ １
※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当
のもの

小専免 工芸の教科に関する科目 ２ １
中専免（美術）
高専免（工芸）
幼専免 教職に関する科目

教職に関する科目 １
※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当
のもの

教科・領域教育 小専免 保健体育の教科に関する科目 ２ ５ １
（ ）専攻 中専免 保健体育
（ ）生活・健康系コ 高専免 保健体育

ース 幼専免
（保健体育）

教職に関する科目

教職に関する科目 １
※ただし，小専免，中専免，高専免のみ該当
のもの

教科・領域教育 中専免（技術） 技術，工業の教科に関する科目 １ １ ２
専攻 高専免（工業）
生活・健康系コ
ース（技術） 技術の教科に関する科目

教職に関する科目 １
※ただし，中専免のみ該当のもの

教科・領域教育 小専免 家庭の教科に関する科目 ２ ３
専攻 中専免（家庭）
生活・健康系コ 高専免（家庭）
ース（家庭）

教職に関する科目 １ １

４ 養護教諭専修免許状の専任教員
○養護に関する科目

認定を受ける 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

教 授 助 教 授 講 師

教科・領域教育 養教専免 養護に関する科目 ２ １ （専任）
専攻 養教専免は，３
生活・健康系コ 人以上（１人は教
ース 教職に関する科目 １ 授，養護及び教職
（学校ヘルスケ 全体わたり）
ア）

（その他）
保健体育，保健

と養護教諭の場合
は，それぞれの専

中専免（保健） 保健の教科に関する科目 ２ ２ 任教員として取り
高専免（保健） 扱う

教職に関する科目

５ 栄養教諭専修免許状の専任教員
○栄養に係る教育に関する科目

認定を受ける 専 任 教 員
専 攻 等 免許状の種類 免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

教 授 助 教 授 講 師

教科・領域教育 栄教専免 栄養に係る教育に関する科目 １ （専任）
専攻 ３人以上（１人
生活・健康系コ は教授，栄養又は
ース 教職に関する科目 １ １ 教職全体わたり）
（学校ヘルスケ
ア）

大学が加える栄養に係る教育に関する科目に
準ずる科目



６ 盲・聾・養護学校教諭一種・専修免許状の専任教員

認定を受 専 任 教 員
専 攻 等 ける免許 免許法施行規則に定める科目区分等 備 考

状の種類 教 授 助 教 授 講 師

障害児教育専攻 盲一種免 教育の基礎理論に関する科目 １ １ （専任） （その他）
盲学校教員一種 １人以上（盲聾養そ １人以上
コース れぞれの専任教員可） が教授

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ １ （専任）
徒の心理，生理及び病理に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ （専任）
徒の教育課程及び指導法に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 （事前事後指導を含
徒についての教育実習 む ）。

障害児教育専攻 盲学校専 特殊教育に関する科目 １ ２
盲学校教員専修 免
コース

障害児教育専攻 聾一種免 教育の基礎理論に関する科目 １ １ （専任） （その他）
聾学校教員一種 １人以上（盲聾養そ １人以上
コース れぞれの専任教員可） が教授

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ （専任）
徒の心理，生理及び病理に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ （専任）
徒の教育課程及び指導法に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 （事前事後指導を含
徒についての教育実習 む ）。

障害児教育専攻 聾学校専 特殊教育に関する科目 １ １
聾学校教員専修 免
コース

障害児教育専攻 養護学校 教育の基礎理論に関する科目 １ １ （専任） （その他）
養護学校教員一 一種免 １人以上（盲聾養そ １人以上
種コース れぞれの専任教員可） が教授

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ （専任）
徒の心理，生理及び病理に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 １ （専任）
徒の教育課程及び指導法に関する科 １人以上
目

心身に障害のある幼児，児童又は生 （事前事後指導を含
徒についての教育実習 む ）。

障害児教育専攻 養護学校 特殊教育に関する科目 ２ １ ２
養護学校教員専 専免
修コース



７ 臨床心理士大学院指定制（第１種）の専任教員

指定を受 専 任 教 員
専 攻 等 ける資格 備 考

の種類 教 授 助 教 授 講 師

学校教育専攻 第１種 ３ ３ ２ （専任）
臨床心理学コー 「臨床心理士」の資格を有する者
ス （助手１） ５人以上で，教授，助教授，専任講

師は４人以上。そのうち１人以上は
（非常勤２） 教授（研究指導担当）

（その他）
非常勤教員２人以上

８ 指定保育士養成施設の専任教員

指定を受 専 任 教 員
名 称 ける資格 備 考

の種類 教 授 助 教 授 講 師

学校教育学部 保育士 入学定員２０人 注）１５年度認 （専任）
初等教育教員養 可で８０人の 入学定員５０人につき６人以上
成課程 専任を置い ５系列についてそれぞれ最低１人

た。 以上
（詳細略） （その他）

本学の専任教員と兼ねられ，特段
に専任を置く必要はない。

９ 学芸員，社会教育主事の専任教員
専任教員の規定は別ない （大学が当該開設授業科目に責任持つ）。

10 学校図書館司書教諭の専任教員
専任教員の規定は別ない。ただし，司書教諭講習科目に相当する授業科目を開設する場合は，文部科学省と相談が必要



別添資料３－１－③－２「平成18年度指定保育士教科目名称読み替え表及び担当教員（平成18.4.1現在 」）

平成18年度指定保育士教科目名称読み替え表及び担当教員
１８．４．１現在

告示による教科目 当該養成施設における教科の開設状況等

授業 授業 単 位 数 備 考
系列 教 科 目 単位数 左に対応して開設されている教科目

形態 形態 必修 選択 計

人間教育学セミナー（教職の意義） 演習 ２ ２ 濁川、釜田、松沢、松井、浅野、
松本健、角谷、下司、加藤哲、礪
波、大庭、迎、齋藤九、山縣、谷
川、小川茂、時得、太田、榊原、
山崎、藤木

総合演習（多文化社会論） 演習 ２ ２ 北條、田島、角谷、下里

教 総合演習（メディアから見る社会 演習 ２ ２ 角谷、川村、朝倉
～新聞を中心に～）

、 、 、 、 、総合演習（ことばと社会） 演習 ２ ２ 野村 有澤 中里 前川 大場浩
野地

総合演習（自然と人間） 演習 ２ ２ 佐藤芳、山縣

外国語，体育 不問 ６以上 総合演習（自然環境） 演習 ２ ２ 天野、下村博
以外の科目

総合演習（芸術社会教育論） 演習 ２ ２ 茂手木、阿部靖

総合演習（学校と食の教育） 演習 ２ ２ 立屋敷
養

、 、 、 、 、体験学習 実習 ２ ２ 濁川 大悟法 川村 西山 榊原
高石、立屋敷、天野、後藤、釜田

アメリカ事情 演習 ２ ２ 鈴木敏

韓国文化論 演習 ２ ２ 釜田

国際交流セミナー 演習 ２ ２ 田島

日本国憲法 講義 ２ ２ 小田桐

教育情報基礎演習 演習 ２ ２ 井上、大森、中野、石川、高野
科

教育情報応用演習 演習 ２ ２ 井上、大森、高野、石川

教育情報概論 講義 １ １ 南部、井上、石川

情報科学概論 講義 １ １ 中野、大森、高野

表現・人間学基礎論 講義 １ １ 西村、土田

表現・相互行為教育演習 演習 １ １ 加藤泰、松本健、阿部亮

表現・状況的教育方法演習 演習 ２ ２ 高石、大場孝
目

〈 、 、 、 、 、表現・ 子ども〉の活動 実習 ２ ２ 酒井 西村 洞谷 大橋 阿部靖
松尾

、 、 、 、コミュニケーション英語ＡⅠ 実習 １ １ ブラウン 前川 大場浩 加藤雅
齋藤九

コミュニケーション英語ＡⅡ 実習 １ １ 前川、ブラウン、野地

外国語 演習 ２以上 コミュニケーション英語ＢⅠ 実習 １ １ 齋藤九、野地、石濱、平野絹

コミュニケーション英語ＢⅡ 実習 １ １ 平野絹、齋藤九、石濱、加藤雅

コミュニケーション英語ＣⅠ 実習 １ １ 大場浩、ブラウン、前川、野地

コミュニケーション英語ＣⅡ 実習 １ １ 石濱、加藤雅、平野絹、大場浩

講義 １ 体育 講義 市川、直原、榊原、大橋
体育 ２ ２

実技 １ 実技 加藤泰、伊藤

２６ ２０ ４６
合 計 １０単位以上

４６単位（≧１０単位）



告示別表第１による教科目 当該養成施設における教科の開設状況等

授業 授業 単 位 数 備 考
系列 教 科 目 単位数 左に対応して開設されている教科目

形態 形態 必修 選択 計

保す 社会福祉 講義 ２ 社会福祉Ⅰ 講義 ２ ２ 小田桐
育る
の科 社会福祉援助技術 演習 ２ 社会福祉Ⅱ 演習 ２ ２ 小田桐
本目
質 児童福祉 講義 ２ 子どもの福祉 講義 ２ ２ 小田桐
・
目 保育原理 講義 ４ 教育と保育の原理 講義 2／4 ２ 杉浦
的
の 子どもの教育・保育概論 講義 2／4 ２ 杉浦
理
解 養護原理 講義 ２ 養護原理 講義 ２ ２ 斎藤一、河合、藤井、杉浦
に ［幼児・障害児教育原理］
関

教育原理 講義 ２ 教育本質論 講義 ２ ２ 下司

保 発達心理学 講義 ２ 発達心理学 講義 ２ ２ 阿部勲
育
の 教育心理学 講義 ２ 教育心理学概論 講義 ２ ２ 内藤
対
象 小児保健 講義 ５ 保育学 講義 2／5 ２ 大瀧
の 実習
理 保育学実習 実習 1／5 １ 大瀧
解
に 小児保健 講義 2／5 ２ ［加固］
関 ［乳幼児の健康］
す
る 小児栄養 演習 ２ 食生活論 演習 ２ ２ 立屋敷
科 ［食科学Ｂ］
目

精神保健 講義 ２ 精神保健 講義 ２ ２ 佐光、増井晃
［学校健康教育Ｃ］

家族援助論 講義 ２ 家族関係Ⅰ 講義 1／2 １ 細江

家族関係Ⅱ 講義 1／2 １ 細江

保 保育内容 演習 ６ 保育内容総論 演習 2／6 ２ 丸山良
育
の 保育・表現の指導法 演習 2／6 ２ 大山
内 ［保育・音楽表現の指導法］
容 ２
・ 保育・表現の指導法 演習 2／6 ２ 松本健
方 ［保育・造形表現の指導法］
法
の 保育・言葉の指導法 演習 2／6 ２ 鈴木情
理
解 保育・健康の指導法 演習 2／6 ２ 下村義、榊原、大橋
に
関 保育・人間関係の指導法 演習 2／6 ２ 丸山良
す
る 保育・環境の指導法 演習 2／6 ２ 丸山良
科
目 乳児保育 演習 ２ 家庭の教育と育児 演習 ２ ２ 杉浦

障害児保育 演習 １ 障害児保育 演習 ２ ２ 藤原

養護内容 演習 １ 養護内容 演習 ２ ２ ［非常勤講師］

、 、 、 、基礎 基礎技能 演習 ４ 初等音楽科指導法 演習 2／4 ２ 時得 山本茂 茂手木 後藤
技能 池田、上野正

図画工作科指導法 演習 2／4 ２ 太田、阿部靖

初等体育科指導法 演習 2／4 ２ 加藤泰、下村義

、 、 、 、保育 保育実習 実習 ５ 保育実習Ⅰ 実習 3／5 ３ 大山 鈴木情 丸山良 木村
実習 礪波、杉浦、笠原

保育実習Ⅱ 実習 2／5 ２ 木村、笠原

、 、 、 、総合 総合演習 演習 ２ 総合演習（子どもの心と教育） 演習 ２ ２ 大山 鈴木情 丸山良 木村
演習 礪波、杉浦

６２ ６２
合 計 ５０単位

６２単位（≧５０単位）



告示別表第２による教科目 当該養成施設における教科の開設状況等

授業 授業 単 位 数 備 考
系列 教 科 目 単位数 左に対応して開設されている教科目

形態 形態 必修 選択 計

保理 子どもの生活と環境 講義 ２ ２ 丸山良
育解
のに 子どもの発達支援方法論演習 演習 ２ ２ 大山、鈴木情、丸山良、礪波
本関
質す
・る
目科
的目
の

保 発達支援の心理学 講義 ２ ２ 鈴木情
育 [子どもの表現と伝達]
の
対 心理学実験 実習 ２ ２ 中山、内藤、越
象
の 心理学演習 演習 ２ ２ 中山、内藤
理
解 衛生学・公衆衛生学 講義 ２ ２ 上野光
に
関 １７ 食科学ＡⅠ 講義 ２ ２ 光永
す
る 子どもの心理・発達概論 講義 ２ ２ 礪波
科 単
目 子どもの心理と行動 講義 ２ ２ 礪波

保理 位 保育の心理と行動 演習 ２ ２ 礪波
育解
のに 子どもの保育・表現概論 講義 ２ ２ 大山
内関 各指定保育士養 以
容す 成施設において
・る 設定
方科 上
法目 （以下５科目は卒業要件によ
の る）

基礎 総合・生活 講義 ２ ２ 木村、大悟法
技能

、 、 、 、音楽 実習 ２ ２ 山本茂 阿部亮 池田 後藤
、 、 、 、酒井 時得 平野俊 上野正

茂手木 ［上野裕子、平野和、
子］

図画工作 演習 ２ ２ 洞谷、山ノ下、西村、高石、
松尾

スポーツ実践 実習 １ １ 榊原、清水、土田

教育実地研究Ⅰ（観察・参加） 講義 ２ ２ 濁川、釜田、松沢、松井、浅
実習 野、大山、丸山良

、 、 、 、幼稚園専修教育実習 実習 ２ ２ 大山 鈴木情 丸山良 木村
礪波、杉浦

音楽表現の基礎 実習 １ １ 大山

身体表現の基礎 実習 １ １ 榊原、大橋

幼児の音楽的表現 講義 ２ ２ 大山

、 、 、 、保育 保育実習Ⅱ 実習 ２ 保育実習Ⅲ 実習 ２ ２ 大山 鈴木情 丸山良 木村
実習 ２ 礪波、杉浦、笠原

保育実習Ⅲ 実習 ２
保育実習Ⅳ 実習 ２ ２ 木村、笠原

４１ ４１
合 計 １９単位以上

４１単位（≧１９単位）



別添資料３－１－④－１「専攻別・コース別「マル合 ・ 合」教員数（平成18年５月１日現在 」」「 ）

教授 助教授 計 助教授 講師 計

学校教育専攻 学習臨床コース ⑪ ⑪ 11 1 12

発達臨床コース ② ② 10 1 11

臨床心理学コース ② ① ③ 3 1 4

小計 15 1 16 24 3 27
幼児教育専攻 ② ② 2 2 4

障害児教育専攻 ⑤ ⑤ 2 3 5

教科・領域教育専攻 言語系コース 国語 ③ ③ 5 1 6

英語 ⑤ ⑤ 2 1 3

社会系コース ⑥ ③ ⑨ 5 5

自然系コース 数学 ④ ④ 4 4

理科 ⑥ ① ⑦ 4 1 5

芸術系コース 音楽 ④ ④ 5 5

美術 ⑤ ⑤ 3 1 4

生活・健康系コース 保健体育 ③ ③ 4 1 5

技術 ① ① 2 2

家庭 ④ ④ 3 3

学校ヘルスケア ④ ④ 1 1

合計 67 5 72 66 13 79
　※マル合，合の教員数には，センターの教員を含む。　

　　　

専攻・コース別「マル合」・「合」教員数
（平成１８年５月１日現在）

専　　攻 コース 分　　野

平成18年度

マル合 合



「 （ ）」別添資料３－１－⑤－１ 平成18年度連合学校教育学研究科大学別・資格別教員数一覧 平成18年４月17日現在

H18年４月17日現在

大　学　名 連合講座 備　　考

学 校 教 育 方 法 4 4 8

学 校 教 育 臨 床 (1) 6 (1) 10 (2) 16

言 語 系 教 育 4 8 12

社 会 系 教 育 (1) 5 (2) 4 (3) 9

自 然 系 教 育 (1) 11 4 (1) 15

芸 術 系 教 育 5 6 11

生 活 ・健 康 系 教 育 (1) 6 (1) 6 (2) 12

小　　計 (4) 41 (4) 42 (8) 83

学 校 教 育 方 法 4 (1) 4 (1) 8

学 校 教 育 臨 床 (2) 8 (1) 5 (3) 13

言 語 系 教 育 3 (1) 6 (1) 9

社 会 系 教 育 7 (1) 5 (1) 12

自 然 系 教 育 8 4 12

芸 術 系 教 育 5 (1) 5 (1) 10

生 活 ・健 康 系 教 育 11 8 19

小　　計 (2) 46 (5) 37 (7) 83

学 校 教 育 方 法 (1) 3 1 (1) 4

学 校 教 育 臨 床 6 (1) 5 (1) 11

言 語 系 教 育 3 3 6

社 会 系 教 育 3 (1) 3 (1) 6

自 然 系 教 育 7 (1) 2 (1) 9

芸 術 系 教 育 (2) 6 1 (2) 7

生 活 ・健 康 系 教 育 6 (2) 9 (2) 15

小　　計 (3) 34 (5) 24 (8) 58

学 校 教 育 方 法 (1) 5 6 (1) 11

学 校 教 育 臨 床 (1) 6 (1) 5 (2) 11

言 語 系 教 育 3 7 10

社 会 系 教 育 2 (1) 7 (1) 9

自 然 系 教 育 9 2 11

芸 術 系 教 育 5 9 14

生 活 ・健 康 系 教 育 7 (1) 6 (1) 13

小　　計 (2) 37 (3) 42 (5) 79

(11) (17) (28)

158 145 303

（注）１　（　）内は，平成１７年度研究科教員資格審査において，認定された者を内数で示す。

　　　２　マル合及び合の資格を持つ教員の場合は，マル合欄に記載した。

合　　　　計

平成１８年度　連合学校教育学研究科大学別・資格別教員数一覧

マル合教員 合教員 計　（人）

上 越教 育 大学

兵 庫教 育 大学

岡 山 大 学

鳴 門教 育 大学







別添資料３－１－⑥－１「国立大学法人上越教育大学教員任期規程」





別添資料３－２－①－１「国立大学法人上越教育大学教員選考基準規程」





別添資料３－２－①－２「国立大学法人上越教育大学の助手の選考及び職務に関する申合せ」



「 」別添資料３－２－①－３ 都道府県教育委員会から採用する任期付職員の資格審査の基準

平成 年 月 日16 12 15（ ）教育研究評議会

（ ） （ ）国立大学法人上越教育大学教員任期規程 平成 年規程第 号 別表 第２条関係16 104

に定める任期付教員のうち，都道府県教育委員会から「学校教育総合研究センター教育実

践研究部門教師教育総合研究分野」に採用する教員は，国立大学法人上越教育大学教員選

考基準規程（平成 年規程第 号）第５条第５号の教員の資格を満たす者とする。16 58

なお，同号に規定する「専攻分野について，優れた知識及び経験」とは，下記に定める

ものをもって総合的に判断するものとする。

記

１ 教育実践に関する指導実績又は行政的実績

例えば

( ) 学校教育において児童・生徒に対する実践的指導力等に特に優れている者1

( ) 都道府県教育委員会において学校教員に対する学校経営の指導方法や児童・生2

徒の実践的指導方法等を研究・企画し，教授・指導等を行う立場にある者又はあ

った者

２ 教育実習における指導実績

例えば

( ) 学校教育において長く教育実習における指導者として実習生の指導に当たって1

きた者

( ) 学校教育又は都道府県教育委員会等のキャリアを通じ，実践的な教育実習の指2

導能力を有する者

３ 学校教育に関わるプロジェクトの企画・研究経験

例えば

学校教育において教科教育や実践的指導方法等に関する研究プロジェクト等を企

画・研究し広く発表等を行った実績を有する者

４ 大学における教育指導の経験

例えば

教員養成系大学・学部において学校教育の実践場面等に関する教育指導等の経験を

有する者



別添資料３－２－①－４「国立大学法人上越教育大学教員選考手続細則」













別添資料３－２－①－５「 履歴書」及び「教育研究業績書 」「 」
１－１

履 歴 書

本籍地フ リ ガ ナ

又は男･女

国 籍氏 名

生年月日 年齢 年 月 日生（ 歳） 現住所（ ）
TEL

学 歴

年 月 事 項

職 歴

年 月 事 項



１－２

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

年 月 事 項

賞 罰

年 月

職 務 の 状 況

学部 学科等(所 毎週担当授業時間数，
勤 務 先 職 名 担当授業科目名 備 考

属部局)の名称 専任 兼担 兼任 計

上記のとおり相違ありません。

平成 年 月 日

氏 名 印



２－１

教 育 研 究 業 績 書

平成 年 月 日

氏名 印

教育上の能力に関する事項 年 月 日 概 要

教育方法の実践例

作成した教科書，教材

当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価

学生指導の実績

その他

職務上の実績に関する事項 年 月 日 概 要



２－

単 著 発行又は発 発行所，発表雑誌等又は,
著書，学術論文等の名称 共 著 概 要

の 別 表の年月 発表学会等の名称



３

そ の 他 参 考 資 料

平成 年 月 日

氏名 印



別添資料３－２－①－６「 履歴書」及び「教育研究業績書」の記入上の注意について」「

１．履歴書

（１） 「学歴」について
高等学校又は高等学校と同等以上と認められた学校の卒業を含み，それ以後の入学，修了等のすべてについて記入し，学

位，称号についても記入してください。

（２） 「職歴」について
職歴のすべてについて記入し，職名，地位等についても記入してください。なお，大学院博士課程の教員として資格があ

ると認められた者は，当該審査に係る大学名，審査の年月，職名，担当授業科目名及び判定結果を記入してください。

（３） 「学会及び社会における活動等」について
専攻・研究分野に関連する学会，その他の団体の所属の状況について記入してください。

（４） 「賞罰」について
賞については，社会的評価の高い学術的な賞を記入してください （個々の業績について与えられた賞は 「教育研究業績。 ，

書」の当該業績の概要欄に記入してください ）。

（５） 「職務の状況」について
ア 記入日現在における職務の状況について記入してください。

「 」 ， 。イ 毎週担当授業時間数 については 下記の算出方法による 授業科目の１週１人当たり時間数 を記入してください
※ 。算出方法：本学の例を下線で示してありますが，授業を実施している大学の単位数の計算の基準に基づき算出してください

① 授業科目の単位数 × 時間数（講義・演習１単位 時間，実験・実習・実技 単位 時間）15 1 30
＝ 授業科目の年間時間数

② 授業科目の年間時間数 ÷ 年間週数３０週 （前期又は後期のみの場合は１５週）
＝ 授業科目の１週当たり時間数

（前期又は後期のみの場合は，備考欄に「前期」又は「後期」と記入してください ）。
③ 授業科目の１週当たり時間数 ÷ 担当者数 ＝ 授業科目の１週１人当たり時間数 (小数点以下第３位切捨）
④ ２年以上にわたる授業科目の場合は，総単位数を年数で除し，１年間当たりの単位数で時間数を算出してください。
⑤ 集中講義の場合は総時間数を記入し，備考欄に「集中」と記入してください。
なお，同一大学の専任学部（又は所属）以外の学部の授業を担当している場合は兼担の欄に，専任大学以外の大学の

授業を担当している場合は兼任の欄に記入してください。
ウ 大学以外の学校，研究所等に勤務しているときは，様式に準じ職務内容の概要がわかるように記入してください。

２．教育研究業績書

（１） 「教育上の能力に関する事項」及び「職務上の実績に関する事項」について
「事項」の欄については，担当予定授業科目及び専攻・研究分野に関連する「教育上の能力に関する事項」及び「職務

上の実績に関する事項 （別紙参照）を年月日順に簡潔に記入してください。」

（２） 「著書，学術論文等の名称」について
担当予定授業科目及び専攻・研究分野に関連する「著書 「論文 「作品・演奏発表 「競技歴・指導歴・審査歴」及び」， 」， 」，

「 」（ 。 ， ， 。） ，教育実践に関する業績 別紙参照 なお 各項目に序列はありませんので 希望する順に記入してください に区分し
それぞれについて，発行，発表の年月日順に記入してください。
また，次の点に御留意願います。
① 博士論文，修士論文については，名称の次に（○○論文）を付してください。
② 投稿中のものは，記載しないでください （ただし，学会誌等に掲載予定であり，その証明があるものを除く ）。 。

， 。（ ， ， ，「 ． 」③ 学会の口頭発表については 記載しないでください ただし 講師 助手の任用については ３ その他参考資料
に記載してください ）。

④ 著書，学術論文等の名称が外国語である場合は原語で記載し，括弧書きで日本語訳（英語を除く ）を付してくださ。
い。

（３） 「発行所，発表雑誌等又は発表学会名等の名称」について
著書，学術論文等の発行所，発表雑誌又は発表学会等の名称及び巻号を記入してください。

（４） 「概要」について
教育上の能力に関する事項，職務上の実績に関する事項及び著書，学術論文等の概要について，教育上の能力に関する事

項の各欄，職務上の実績に関する事項及び各著書，学術論文等ごとに，２００字程度で記入してください。
なお，著書，学術論文等はその全頁数も記入し，共著の業績で，担当部分が明示されている場合に限り，担当部分を明記

してください。当該著書の全頁数及び本人を含む主要な著作者（３名以内）の氏名を，該当著書等に記載された順に従って
記入してください （３名を超える場合は 「外○名」と付記してください ）。 ， 。

３．その他参考資料

「履歴書」及び「教育研究業績書」に記載されなかった研究・教育活動で，特に顕著な業績を記入してください。

例えば ( ) 国際活動及び政府，学会，大学活動での顕著な業績1
( ) 講師，助手の任用については，学会の口頭発表2

※ 日付の記入は，原則和暦としてください。なお 「２．教育研究業績書」については，西暦でも可とします。，
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教 育 研 究 業 績 の 区 分

「教育上の能力に関する事項」
� 教育方法の実践例

例 ・ 優れた教育方法の実践例，マルチメディア機器を活用した授業方法，学生の授業外における学習促進のための
取り組み，授業内容の公開 等

� 作成した教科書，教材
例 ・ 作成した教科書，教材，講義で教科書として使用している著書，教材等の概要

（後の「著書，学術論文等」との重複も可。その場合「 再掲 」と表示）（ ）
� 当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価

例 ・ 各大学での自己点検・評価の一環として，教育面で高い評価を受けた事実（その事由と評価内容）
・ 採用決定の際等における教育上の能力に関する評価
・ 学生による授業評価，教員同士の相互評価等をまとめたもの
・ 上記以外で，学長，学部長，諸機関等が行った評価（客観性を持ったものについて記載） 等

� 学生指導の実績
例 ・ 卒業論文，修士論文及び博士論文の指導実績 等

� その他
「教育方法の実践例 「作成した教科書，教材 「当該教員の教育上の能力に関する大学の評価」及び「学生指導の実績」」， 」，

に該当するもの以外の事項について幅広く記入してください。
例 ・ 大学教育改善に関する団体等での活動の概要

・ 教育実績に対する受賞歴 等

※上記にとらわれず，積極的に記入してください。

「職務上の実績に関する事項」
� 大学教員の場合

例 ・ 教育行政機関，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要
・ 各種カウンセリング業務等の実績
・ 課外活動等の指導者としての経歴・実績・資格
・ 研究協議会などの指導歴

� 小・中学校及び高等学校等の教員並びに教育行政機関等の職員の場合
例 ・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（教育実習，看護・福祉実習等）

・ 教育行政機関，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要
・ 各種カウンセリング業務等の実績
・ 課外活動等の指導者としての経歴・実績・資格
・ 学校管理職等としての実績
・ 教育行政機関，審議会，その他の機関における実績

� 企業，官公庁等の研究者の場合
例 ・ 開発した新製品・製法，作物等の新品種などの概要

・ 取得した特許等の概要
・ 大学との共同研究による研究実績がある場合，その概要，成果，当該研究者の役割
・ 企画したプロジェクトなどの概要

� その他，企業・団体関係者
例 ・ 国際援助・開発，先端技術，国際金融等高度に専門的な実務に従事した実績

� 情報技術者関係の場合
例 ・ コンピュータに係る職務歴（職務上のコンピュータ活用法，ソフト・システム開発歴）

� マスコミ関係者の場合
例 ・ 執筆した記事の概要

・ 作成した番組の概要
� 医師や看護婦等医療技術者の場合

例 ・ 症例研究会での発表等の活動
� 福祉その他社会的活動の関係者の場合

例 ・ 参加した活動や団体の名称，活動内容・期間，本人の当該活動における地位
� スポーツ等実技関係者の場合

例 ・ 指導者としての経歴・実績・資格
� 芸術関係者の場合

例 ・ 企画した公演，展覧会，イベント，ワークショップ等の概要
� 博物館，美術館等関係者の場合

例 ・ 担当した展覧会の概要
・ 執筆・監修した展覧会図録の概要
・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（学芸員実習等）

� その他全般を通じて
例 ・ 大学から受け入れた実習生に対する指導歴（教育実習，看護・福祉実習，学芸員実習，企業実習等）

・ 企業内教育，大学公開講座，社会教育講座の講師としての講義等の概要

※上記にとらわれず，積極的に記入してください。



「著書，学術論文等」
� 著書

（学術書等）
例 ・ 主に，研究者を対象にした専門的な学術書

・ 解説，注を付けた，学術書の翻訳や古典の現代語訳
（専門書等）
例 ・ 主に，大学の学生や，教育等の実践に携わる人を対象に執筆・翻訳・現代語訳された学術的なもの

（その他）
上記のいずれにも該当しない学術的なもの

� 論文
（学会誌等に掲載された学術論文）
例 ・ 当該分野の複数の研究者が編集委員になっている学術的な刊行物，研究者が編集委員になっていないが，広く

当該分野の研究者に読まれ権威を認められている学術的な刊行物で，原則として複数審査のあるもの
・ 日本学術会議登録学術研究団体，当該分野の大半の研究者が所属する全国組織の研究団体，これらと同等な外
国の研究団体が編集する学術誌で，原則として複数審査のあるもの

・ 博士論文（学会誌等に発表されていない場合）
（紀要等に掲載された学術論文）
例 ・ 大学，短大，高専，官公庁に所属する教育・研究機関，学会支部，地方学会，地方研究団体，民間の研究機関

が刊行する紀要
（その他の学術論文及び報告書）
例 ・ 単一の大学の教室，研究会が刊行する紀要に掲載されたもの

・ 研究者が編集委員になっていないが，広く読まれている学術誌に掲載されたもの
・ 修士論文で刊行されなかったもの
・ 科学研究費補助金，官公庁等によるプロジェクトや委託研究・調査の報告書

（その他）
上記のいずれにも該当しない学術的な論文

� 作品・演奏発表（音楽，美術，舞踊）
（国際的な機関や公的な専門組織団体で発表・演奏されたもの）
例 音楽：ショパンコンクール，日本音楽コンクール，二期会

美術：院展，国画会展，新制作展，創画会展，独立展，二科展，日展，安井賞展
（主要な会場の要請や公的機関等の依頼によって発表・演奏されたもの）
例 ・ コンサート・ホール，美術館，画廊の推薦，委嘱によるリサイタル，アンサンブル，個展，グループ展

・ 都道府県，放送局，新聞社等の依頼，主催による個人又はグループによる発表・演奏
（リサイタル，アンサンブル，個展，グループ展で発表・演奏されたもの）

� 競技歴・指導歴・審査歴
体育
（国際大会，全日本大会レベルでの競技会での競技歴・指導歴・審査歴）
（ブロック大会，県大会，地区大会レベルでの競技会での競技歴・指導歴・審査歴）
（上記以外の競技会での競技歴・指導歴・審査歴）
音楽
（全国規模のコンクールにおける指導歴・審査歴）
（ブロック大会，県大会，地区大会レベルのコンクールにおける指導歴・審査歴）
美術
（全国規模の公募展，コンクール等における審査歴）
（ブロック，県，地区レベルの公募展，コンクール等における審査歴）

� 教育実践に関する業績
（指導書，学習指導資料及び教科用図書等）
（幼児・児童・生徒向けで学術的な背景をもつ著書）
（幼稚園・小学校・中学校・高等学校が刊行する紀要等に掲載された論文・報告・解説等）
（その他）
上記のいずれにも該当しない教育実践に関する業績



別添資料３－２－②－１「平成17年度学生による授業評価実施要項及び集計結果」

平 成 １ ７ 年 ６ 月 ２ ９ 日

ﾌｧｶﾙﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ専門部会

改正 平成１７年１１月８日

平成１７年度 学生による授業評価実施要項

１ 目的

(1) 授業をどのように構築・再構築していくかの課題に対して有益な情報を得る。

(2) 学生自ら授業の在り方とその再構築に関与することによって，学生の評価力・授

業構成力を培う。

(3) 授業に関して，教員と学生とが，共に授業を構成するという協同関係を築く。

２ 対象授業

（１）学 部 全授業科目

（２）大学院 全授業科目

３ 評価方法

マークカード方式による５段階評価とし，自由記述欄は，評価の参考とする。

４ アンケート対象者

学部生，大学院生，科目等履修生全員

５ アンケート調査実施時期

前期及び後期授業の終了時に実施する。

別紙のとおり６ アンケート調査用紙

７ 配付方法及び回収方法

アンケート用紙は，授業担当教員が学生に配付し，授業終了時に回収の上，その場

で封筒に入れ，封印して，教育支援課教務企画係へ提出する。

その時間内に回収できなかったアンケート用紙は，後日，学生が直接，教育支援課

教務企画係へ提出する。

８ 授業評価の活用

前期及び後期のアンケート調査結果を参考に，教員が自己評価レポートを作成する。

（１）当該授業の目的方法の概略

（２ 「学生による授業評価」に対する意見）

（３）次年度授業改善に向けての計画

９ 情報の公開

授業評価に関する情報は，個人情報の取扱いに留意の上，学内に公開する。

－１－
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授業に関するアンケート
このアンケートは，教育の質の向上と改善を図るためのアンケートです。今年度は，主に授業毎に，基

本的な授業の方法や内容に重点をおいてアンケートを行います。このアンケート結果を他の目的に使うこ

とはありません。なお，このアンケートの集計結果は，公開する予定です。ご協力ください。

学生種別 学 年 授業科目番号 授業科目名 授業担当教員名

〇 〇 〇学 部 生 １年 ２年

〇 〇 〇大学院生 ３年 ４年

〇そ の 他

評 価○ はじめに，あなた自身の取り組みについて

いいえはい

⑤ ④ ③ ② ①１ あなたは，この授業に意欲的に取り組みましたか。

⑤ ④ ③ ② ①２ あなたは，授業に集中していましたか。

⑤ ④ ③ ② ①
３ あなたは，この授業内容を発展させるため，授業中以外の時間に努力をし

ましたか。

⑤ ④ ③ ② ①４ 授業を受講する際に 教員になる(である)ことを意識して 授業に臨んでいますか， ， 。

⑤ ④ ③ ② ①５ 授業を受講する際に，シラバスを確認していますか。

評 価○ 授業の方法について

いいえはい

⑤ ④ ③ ② ①６ 授業での話し方は，わかりやすいものになっていましたか。

⑤ ④ ③ ② ①７ 教科書，プリント，ビデオ等の教材は，適切に用いられていましたか。

⑤ ④ ③ ② ①８ 板書や画像等は，わかりやすいものとなっていましたか。

⑤ ④ ③ ② ①９ この授業の教え方は，適切でしたか。

評 価○ 授業の内容について

いいえはい

⑤ ④ ③ ② ①１０ この授業内容は，わかりやすく整理されていると思いますか。

⑤ ④ ③ ② ①１１ この授業目標は，明確でしたか。

⑤ ④ ③ ② ①１２ この授業のシラバスの記載内容は，適切でしたか。

⑤ ④ ③ ② ①１３ この授業の難易度は適切でしたか。

⑤ ④ ③ ② ①１４ この授業は，興味深い授業内容でしたか。

⑤ ④ ③ ② ①１５ この授業で，ものの見方や興味・関心を拡げることができましたか。

⑤ ④ ③ ② ①
１６ この授業で，この分野における新しい知識，手法，技能等を修得すること

ができましたか。

⑤ ④ ③ ② ①１７ この授業は，有意義であったと思いますか。

⑤ ④ ③ ② ①１８ あなたは，総合的にこの授業に満足していますか。

○ 自由記述欄（特に気になっていること等がありましたら，簡潔に記載願います ）。

ご協力ありがとうございました。

（上越教育大学平成１７年度 期）
－２－



学生による授業評価アンケート集計結果（平成１７年度・前期）

○学校教育学部（アンケート回答数：７，０４６／受講登録数：９，９２８＝回収率：７１．０％）

評 価

アンケート事項 は い いいえ
無 回 答

⑤ ④ ③ ② ①

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

１ あなたは，この授業に意欲的に取り組みました 人 人 人 人 人 人
か。 ２，７０２ ２，５５９ １，３２９ ３４０ １０６ １０

３８．４％ ３６．３％ １８．９％ ４．８％ １．５％ ０．１％

２ あなたは，授業に集中していましたか。 ２，４１３ ２，４４４ １，５８５ ４７０ １２２ １２

３４．２％ ３４．７％ ２２．５％ ６．７％ １．７％ ０．２％

３ あなたは，この授業内容を発展させるため，授 １，５３５ １，６１２ １，９１７ １，１２４ ８３０ ２８
業中以外の時間に努力をしましたか。

２１．８％ ２２．９％ ２７．２％ １５．９％ １１．８％ ０．４％

４ 授業を受講する際に，教員になる（である）こ １，９６９ ２，０２０ １，８０７ ７６０ ４７０ ２０
とを意識して，授業に臨んでいますか。

２７．９％ ２８．７％ ２５．６％ １０．８％ ６．７％ ０．３％

５ 授業を受講する際に，シラバスを確認していま ９４６ ７０８ １，２６７ １，０９１ ２，９９８ ３６
すか。

１３．４％ １０．０％ １８．０％ １５．５％ ４２．６％ ０．５％

○授業の方法について

６ 授業での話し方は，わかりやすいものになって ２，２２５ ２，３２５ １，６２１ ５８５ ２６７ ２３
いましたか。

３１．６％ ３３．０％ ２３．０％ ８．３％ ３．８％ ０．３％

７ 教科書，プリント，ビデオ等の教材は，適切に ２，４１５ ２，１８１ １，６９７ ５０１ ２２３ ２９
用いられていましたか。

３４．３％ ３０．９％ ２４．１％ ７．１％ ３．２％ ０．４％

８ 板書や画像等は，わかりやすいものとなってい １，８８６ ２，０１６ ２，０４４ ７３４ ３２５ ４１
ましたか。

２６．８％ ２８．６％ ２９．０％ １０．４％ ４．６％ ０．６％

９ この授業の教え方は，適切でしたか。 ２，２４２ ２，２１２ １，８００ ５０９ ２５３ ３０

３１．８％ ３１．４％ ２５．６％ ７．２％ ３．６％ ０．４％

○授業の内容について

この授業内容は，わかりやすく整理されている ２，２８９ ２，３１３ １，５９６ ５６５ ２５７ ２６10
と思いますか。

３２．５％ ３２．８％ ２２．７％ ８．０％ ３．６％ ０．４％

この授業目標は，明確でしたか。 ２，３８７ ２，１２８ １，６７７ ５７８ ２４５ ３１11

３３．９％ ３０．２％ ２３．８％ ８．２％ ３．５％ ０．４％

このシラバスの記載内容は，適切でしたか。 １，１４９ １，１５２ ３，４６０ ５３３ ４４６ ３０６12

１６．３％ １６．４％ ４９．１％ ７．６％ ６．３％ ４．３％

この授業の難易度は適切でしたか。 ２，１４６ ２，２２６ １，９２３ ４８７ ２２５ ３９13

３０．５％ ３１．６％ ２７．３％ ６．９％ ３．２％ ０．５％

この授業は，興味深い授業内容でしたか。 ２，８４２ ２，１４３ １，３１０ ４７２ ２４１ ３８14

４０．４％ ３０．４％ １８．６％ ６．７％ ３．４％ ０．５％

この授業で，ものの見方や興味・関心を拡げる ２，９０５ ２，２２７ １，２８４ ３８７ １８２ ６１15
ことができましたか。

４１．２％ ３１．６％ １８．２％ ５．５％ ２．６％ ０．９％

この授業で，この分野における新しい知識，手 ２，５７８ ２，３２５ １，４８７ ４１１ ２０３ ４２16
法，技能等を修得することができましたか。

３６．６％ ３３．０％ ２１．１％ ５．８％ ２．９％ ０．６％

この授業は，有意義であったと思いますか。 ２，８８２ ２，１００ １，３６５ ４３７ ２２７ ３５17

４０．９％ ２９．８％ １９．４％ ６．２％ ３．２％ ０．５％

あなたは，総合的にこの授業に満足しています ２，６９５ ２，０９４ １，４９９ ４５５ ２６２ ４１18
か。

３８．２％ ２９．７％ ２１．３％ ６．５％ ３．７％ ０．６％



学生による授業評価アンケート集計結果（平成１７年度・後期）

○学校教育学部（アンケート回答数：５，６８８／受講登録数：９，０７４＝回収率：６２．７％）

評 価

アンケート事項 は い いいえ
無 回 答

⑤ ④ ③ ② ①

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

１ あなたは，この授業に意欲的に取り組みました 人 人 人 人 人 人
か。 ２，５１９ １，９０２ ９８３ ２０４ ７５ ５

４４．３％ ３３．４％ １７．３％ ３．６％ １．３％ ０．１％

２ あなたは，授業に集中していましたか。 ２，２６１ １，８８４ １，１７３ ２８１ ８２ ７

３９．８％ ３３．１％ ２０．６％ ４．９％ １．５％ ０．１％

３ あなたは，この授業内容を発展させるため，授 １，６５４ １，３７７ １，４４８ ７２５ ４７２ １２
業中以外の時間に努力をしましたか。

２９．１％ ２４．２％ ２５．５％ １２．７％ ８．３％ ０．２％

４ 授業を受講する際に，教員になる（である）こ １，８１９ １，６０５ １，３６７ ５００ ３８６ １１
とを意識して，授業に臨んでいますか。

３２．０％ ２８．２％ ２４．０％ ８．８％ ６．８％ ０．２％

５ 授業を受講する際に，シラバスを確認していま ８８１ ５９０ １，１１４ ５５１ ２，５１８ ３４
すか。

１５．５％ １０．４％ １９．６％ ９．７％ ４４．２％ ０．６％

○授業の方法について

６ 授業での話し方は，わかりやすいものになって ２，１１０ １，８２６ １，２０７ ３７９ １５１ １５
いましたか。

３７．１％ ３２．１％ ２１．２％ ６．７％ ２．７％ ０．２％

７ 教科書，プリント，ビデオ等の教材は，適切に ２，１１２ １，７７５ １，３２８ ３３２ １２８ １３
用いられていましたか。

３７．１％ ３１．２％ ２３．４％ ５．８％ ２．３％ ０．２％

８ 板書や画像等は，わかりやすいものとなってい １，８０１ １，５７３ １，５７５ ５０３ ２１５ ２１
ましたか。

３１．７％ ２７．６％ ２７．７％ ８．８％ ３．８％ ０．４％

９ この授業の教え方は，適切でしたか。 ２，０６９ １，６７５ １，４３７ ３５９ １２１ ２７

３６．４％ ２９．４％ ２５．３％ ６．３％ ２．１％ ０．５％

○授業の内容について

この授業内容は，わかりやすく整理されている ２，１１５ １，８２３ １，２３３ ３８９ １１７ １１10
と思いますか。

３７．２％ ３２．０％ ２１．７％ ６．８％ ２．１％ ０．２％

この授業目標は，明確でしたか。 ２，３０８ １，６９１ １，２１９ ３４９ １０４ １７11

４０．６％ ２９．７％ ２１．４％ ６．２％ １．８％ ０．３％

このシラバスの記載内容は，適切でしたか。 １，０８９ ８６１ ２，８９４ ２８６ ２８９ ２６９12

１９．２％ １５．１％ ５０．９％ ５．０％ ５．１％ ４．７％

この授業の難易度は適切でしたか。 １，９８２ １，８１１ １，４６４ ３１７ ８９ ２５13

３４．９％ ３１．８％ ２５．７％ ５．６％ １．６％ ０．４％

この授業は，興味深い授業内容でしたか。 ２，６１０ １，６５０ １，００１ ３０４ １０７ １６14

４５．９％ ２９．０％ １７．６％ ５．３％ １．９％ ０．３％

この授業で，ものの見方や興味・関心を拡げる ２，６１４ １，７３８ ９６６ ２４８ ９９ ２３15
ことができましたか。

４６．０％ ３０．５％ １７．０％ ４．４％ １．７％ ０．４％

この授業で，この分野における新しい知識，手 ２，４２９ １，７７４ １，０９６ ２７５ ９５ １９16
法，技能等を修得することができましたか。

４２．７％ ３１．２％ １９．３％ ４．８％ １．７％ ０．３％

この授業は，有意義であったと思いますか。 ２，６１５ １，６３１ １，０６０ ２５８ １０７ １７17

４６．０％ ２８．７％ １８．６％ ４．５％ １．９％ ０．３％

あなたは，総合的にこの授業に満足しています ２，４０３ １，６８５ １，１６３ ２９７ １２２ １８18
か。

４２．３％ ２９．６％ ２０．５％ ５．２％ ２．１％ ０．３％



学生による授業評価アンケート集計結果（平成１７年度・前期）

○大学院 学校教育研究科（アンケート回答数：２，５３７／受講登録数：２，８１３＝回収率：９０．２％）

評 価

アンケート事項 は い いいえ
無 回 答

⑤ ④ ③ ② ①

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

１ あなたは，この授業に意欲的に取り組みました 人 人 人 人 人 人
か。 １，４２９ ７８３ ２６９ ４４ １０ ２

５６．３％ ３０．９％ １０．６％ １．７％ ０．４％ ０．１％

２ あなたは，授業に集中していましたか。 １，３５１ ８０２ ３２２ ５４ ６ ２

５３．３％ ３１．６％ １２．７％ ２．１％ ０．２％ ０．１％

３ あなたは，この授業内容を発展させるため，授 ８３１ ７１７ ６０１ ２４４ １３９ ５
業中以外の時間に努力をしましたか。

３２．７％ ２８．３％ ２３．７％ ９．６％ ５．５％ ０．２％

４ 授業を受講する際に，教員になる（である）こ １，３１４ ４６９ ３０２ ７１ １９２ １８９
とを意識して，授業に臨んでいますか。

５１．８％ １８．５％ １１．９％ ２．８％ ７．６％ ７．４％

５ 授業を受講する際に，シラバスを確認していま １，０７２ ４７６ ４２６ １５８ ３９０ １５
すか。

４２．２％ １８．８％ １６．８％ ６．２％ １５．４％ ０．６％

○授業の方法について

６ 授業での話し方は，わかりやすいものになって １，３８０ ７２１ ３１７ ８２ ２８ ９
いましたか。

５４．４％ ２８．４％ １２．５％ ３．２％ １．１％ ０．４％

７ 教科書，プリント，ビデオ等の教材は，適切に １，３５０ ７０１ ３６２ ７４ ３４ １６
用いられていましたか。

５３．２％ ２７．６％ １４．３％ ２．９％ １．４％ ０．６％

８ 板書や画像等は，わかりやすいものとなってい １，１０５ ６８８ ５３０ １３７ ４７ ３０
ましたか。

４３．６％ ２７．１％ ２０．９％ ５．４％ １．８％ １．２％

９ この授業の教え方は，適切でしたか。 １，３６４ ７０３ ３６０ ６９ ２７ １４

５３．８％ ２７．７％ １４．２％ ２．７％ １．１％ ０．５％

○授業の内容について

この授業内容は，わかりやすく整理されている １，２７１ ７５３ ３６４ ９８ ４０ １１10
と思いますか。

５０．１％ ２９．７％ １４．３％ ３．９％ １．６％ ０．４％

この授業目標は，明確でしたか。 １，４１４ ６８９ ３１２ ７４ ３８ １０11

５５．７％ ２７．２％ １２．３％ ２．９％ １．５％ ０．４％

このシラバスの記載内容は，適切でしたか。 ９９９ ６０１ ７３０ ７５ ４２ ９０12

３９．４％ ２３．７％ ２８．８％ ３．０％ １．６％ ３．５％

この授業の難易度は適切でしたか。 １，１６５ ７４８ ４５５ １２１ ４０ ８13

４５．９％ ２９．５％ １７．９％ ４．８％ １．６％ ０．３％

この授業は，興味深い授業内容でしたか。 １，５８３ ６０９ ２５０ ６４ １９ １２14

６２．４％ ２４．０％ ９．９％ ２．５％ ０．７％ ０．５％

この授業で，ものの見方や興味・関心を拡げる １，６４０ ６１９ ２０６ ４０ １６ １６15
ことができましたか。

６４．７％ ２４．４％ ８．１％ １．６％ ０．６％ ０．６％

この授業で，この分野における新しい知識，手 １，４３８ ７１０ ２９９ ６４ １４ １２16
法，技能等を修得することができましたか。

５６．７％ ２８．０％ １１．８％ ２．５％ ０．５％ ０．５％

この授業は，有意義であったと思いますか。 １，６１４ ５７１ ２７０ ４９ ２１ １２17

６３．６％ ２２．５％ １０．７％ １．９％ ０．８％ ０．５％

あなたは，総合的にこの授業に満足しています １，４９１ ６４０ ２９２ ７８ ２３ １３18
か。

５８．８％ ２５．２％ １１．５％ ３．１％ ０．９％ ０．５％



学生による授業評価アンケート集計結果（平成１７年度・後期）

○大学院 学校教育研究科（アンケート回答数：１，８９８／受講登録数：３，０４１＝回収率：６２．４％）

評 価

アンケート事項 は い いいえ
無 回 答

⑤ ④ ③ ② ①

○はじめに，あなた自身の取り組みについて

１ あなたは，この授業に意欲的に取り組みました 人 人 人 人 人 人
か。 １，２１２ ４８５ １６７ １８ １１ ５

６３．８％ ２５．６％ ８．８％ ０．９％ ０．６％ ０．３％

２ あなたは，授業に集中していましたか。 １，１８０ ５０３ １７６ ２３ １３ ３

６２．２％ ２６．５％ ９．３％ １．２％ ０．７％ ０．１％

３ あなたは，この授業内容を発展させるため，授 ９７０ ４７２ ３０９ ７６ ６４ ７
業中以外の時間に努力をしましたか。

５１．１％ ２４．９％ １６．３％ ４．０％ ３．４％ ０．３％

４ 授業を受講する際に，教員になる（である）こ １，０７４ ３７３ ２２２ ５３ １４８ ２８
とを意識して，授業に臨んでいますか。

５６．６％ １９．６％ １１．７％ ２．８％ ７．８％ １．５％

５ 授業を受講する際に，シラバスを確認していま ８０９ ２８４ ３２４ １２０ ３４７ １４
すか。

４２．６％ １５．０％ １７．１％ ６．３％ １８．３％ ０．７％

○授業の方法について

６ 授業での話し方は，わかりやすいものになって １，１７５ ４４５ ２０３ ４６ ２４ ５
いましたか。

６１．９％ ２３．４％ １０．７％ ２．４％ １．３％ ０．３％

７ 教科書，プリント，ビデオ等の教材は，適切に １，０９７ ４４６ ２６７ ４７ ２７ １４
用いられていましたか。

５７．８％ ２３．５％ １４．１％ ２．５％ １．４％ ０．７％

８ 板書や画像等は，わかりやすいものとなってい １，００４ ４２６ ３５４ ６２ ３３ １９
ましたか。

５２．９％ ２２．４％ １８．７％ ３．３％ １．７％ １．０％

９ この授業の教え方は，適切でしたか。 １，１３６ ４４５ ２２２ ５３ ３１ １１

５９．９％ ２３．４％ １１．７％ ２．８％ １．６％ ０．６％

○授業の内容について

この授業内容は，わかりやすく整理されている １，１０３ ４７０ ２４２ ４９ ２９ ５10
と思いますか。

５８．１％ ２４．８％ １２．７％ ２．６％ １．５％ ０．３％

この授業目標は，明確でしたか。 １，２１６ ４３５ １７０ ４６ ２６ ５11

６４．１％ ２２．９％ ８．９％ ２．４％ １．４％ ０．３％

このシラバスの記載内容は，適切でしたか。 ８９３ ３６８ ５０２ ４９ ５１ ３５12

４７．１％ １９．４％ ２６．４％ ２．６％ ２．７％ １．８％

この授業の難易度は適切でしたか。 １，０３８ ５０１ ２５７ ７１ ２７ ４13

５４．７％ ２６．４％ １３．６％ ３．７％ １．４％ ０．２％

この授業は，興味深い授業内容でしたか。 １，３０６ ３６７ １５４ ４４ ２５ ２14

６８．８％ １９．４％ ８．１％ ２．３％ １．３％ ０．１％

この授業で，ものの見方や興味・関心を拡げる １，３７３ ３５６ １２１ ３３ １２ ３15
ことができましたか。

７２．３％ １８．８％ ６．４％ １．７％ ０．６％ ０．２％

この授業で，この分野における新しい知識，手 １，２２５ ４３０ １８４ ３６ ２１ ２16
法，技能等を修得することができましたか。

６４．５％ ２２．７％ ９．７％ １．９％ １．１％ ０．１％

この授業は，有意義であったと思いますか。 １，３１８ ３７３ １３６ ４４ ２４ ３17

６９．４％ １９．６％ ７．２％ ２．３％ １．３％ ０．２％

あなたは，総合的にこの授業に満足しています １，２０８ ４３９ １６６ ５０ ３３ ２18
か。

６３．７％ ２３．１％ ８．８％ ２．６％ １．７％ ０．１％



別添資料３－２－②－２「自己評価レポート作成要領」

別 紙

自己評価レポート作成要領

Ⅰ 自己評価の対象資料

「平成 年度前期授業に関するアンケート集計結果」を対象資料とする。17

Ⅱ 作成上の留意事項

次の１～２について回答してください。なお、１については、各教員が担当する授業

科目の中から１科目以上選択し、各科目ごとに回答してください。

なお，複数担当の授業科目の自己評価レポートの執筆については，担当者間でお決め

ください。

１ 「学生による授業評価アンケート」集計結果に基づく担当授業科目についての自己

（( )と( )をあわせて 字以内）評価 1 2 1000

( )「学生による授業評価アンケート」集計結果を、どのように受け止めたかについて1

記述してください。

( )「学生による授業評価アンケート」集計結果を参照し、当該授業科目の改善のため2

の課題・方策について記述してください。

２ 本学の「学生による授業評価アンケート」をはじめ、ＦＤ推進のシステムや改善方

（ 字以内）策についてのお考えを、自由に記述してください。 600



別添資料３－２－②－３「 学生による授業評価アンケート」集計結果に基づく「

自己評価レポートの作成について（依頼 」）

平成１７年１１月１０日

教員各位

大学評価委員会

専門部会長フ ァ カ ル テ ィ・ ディベロップメント

西 穣 司

「学生による授業評価アンケート」集計結果に基づく

自己評価レポートの作成について（依頼）

大学評価委員会ファカルティ・ディベロップメント専門部会では、教員各位のご協力に

より平成 年度前期開講の授業を対象として「学生による授業評価」のためのアンケー17

ト調査を実施しました。この度、このアンケートの科目別集計結果がまとまりましたので

お届けします。

つきましては、別紙作成要領をご参照の上、自己評価レポートを作成いただき、Ｅメー

ルにて回答くださいますようお願いします。

この「学生による授業評価」は、学生自ら授業評価に参画することによって、授業構成

の在り方を学ぶ意義を重視するとともに、学生による授業評価結果を考慮しつつ、教員と

学生とが協同的にいっそう優れた授業を構築することを主旨としています。各位には、ご

多忙のところ恐縮ですが、この趣旨をご理解いただき自己評価レポートを作成くださいま

すようお願いします。

なお，提出いただいた自己評価レポート（Ⅱ－１）は，学生による授業評価集計結果と

ともに本学ホームページ（学内限定）に公開する予定です。

記

１ 提出先 教育支援課教務企画係（ ）kyokikak@juen.ac.jp

原則として、Ｅメールの本文中に貼り付け、提出してください。

送信件名は 「ＦＤ自己評価レポートの提出」としてください。、

２ 提出期限 平成１７年１１月３０日（水）

なお、期限内に提出のない場合は報告書の作成に際し 「提出なし」、

として処理します。

３ 作成方法 別添の「自己評価レポート作成要領」を参照ください。

aberyo@juen.ac.jp４ 問合せ先 ＦＤ専門部会委員 阿部：

nishi@juen.ac.jp西 ：



別添資料３－２－②－４「各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の実施方法」

別紙３

各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の実施方法

１ 各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の目的

この自己点検・評価は，各教員が常に教育・研究活動の現状を客観的に把握するとともに，学部・大学院等の理

念・目的との関連において点検・評価し，各教員が誇るべき長所と改善すべき点を明らかにして不断に改善・改革

を行い，本学の教育研究活動等の水準を維持・向上させることを目的とする。

２ 自己点検・評価の対象期間

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで

３ 各教員における自己点検・評価

(1) 各教員は，本実施方法に従って自己点検・評価を実施し，自己点検・評価書を作成する。

(2) 自己点検・評価は，教育・研究活動及び社会との連携に関する状況を以下の項目・内容等を参照の上，分析・

整理し，記述する。

なお，各教員の担当授業科目・時間数及び各教員が指導した学位論文の題目は 「資料編」として別に作成す，

るため，記載不要とする。

① 教育活動

ⅰ) 授業

平成10年10月26日大学審議会答申「21世紀の大学像と今後の改革方策について－競争的環境の中で個性

が輝く大学－」及び大学評価・学位授与機構が示す「自己評価実施要項分野別教育評価（教育学系）に準

拠（ ）内参照）し，以下のような観点で学部・大学院（修士課程，博士課程）について，記載する。（

【観点１】教育方法及び成績評価面での取組

○ 授業形態，学習（研究）指導法等の教育方法に関する取組状況

・・・・・大学に入学してくる学生の多様化が進む中で，現在の大学教員にはこれま

で以上に個々の学生に学習への動機付けを与え，学生が学習及び研究目標を確立するた

めの指導を行うことが求められている ・・・各教員は，例えば，シラバスに明記する。

等の方法により，学生が事前に行う準備学習や事後の復習，レポートの提出などについ

ても十分な指示を与えることが，教員の努めであることを十分に認識し，自覚して授業

の設計を行うことが必要である ・・・。

○ 成績評価法に関する取組状況



大学の社会的責任として，学生の卒業時における質の確保を図るため，教員は学生に

対してあらかじめ各授業における学習目標や目的達成のための授業の方法及び計画とと

もに，成績評価基準を明示した上で，厳格な成績評価を実施すべきである。

【観点２】教育の達成状況

○ 進学や就職などの卒業（修了）後の進路の状況から判断した取組状況

高等教育の大衆化と学生の多様化が一層進展する中で，各大学はそれぞれの個性・特

色を発揮しつつ，学部段階における教育機能の充実強化を通じた卒業生の質の確保を図

ることが必要である。

・・・大学は，公共的な機関として，社会に貢献する人材の養成に当たるという役割

を担っており，学生に高い付加価値を身に付けさせた上で卒業生として送り出すことは

大学の社会的責任であるということを十分認識する必要がある。

ⅱ) 研究指導

次のような実施状況を学部・大学院（修士課程，博士課程）について，記載する。

【観点１】学部

例えば，教育に関わる臨床的な実践力を修得させるために，どのように専門的な研究指導を

行ったか。

【観点２】大学院

例えば，より高度な臨床的な実践力を修得させるために，どのように専門的な研究指導を行

ったか。

ⅲ) その他の教育活動

次の事項について該当がある場合は，記述する。

・ 他の国立大学法人，公立・私立大学での非常勤講師

・ 教職講座

・ 教育実習における学生指導

・ 附属学校園における研究会実施に係る指導・助言等

ⅳ) 特色ある点及び今後の検討課題等

上記ⅰ)～ⅲ) の活動全般を通して，特筆すべき点について自己評価するとともに，新たな取組みが求

められる点に関しても積極的に記述する。

② 研究活動

ⅰ) 研究成果の発表状況

・ 著書

・ 論文

・ 作品・演奏発表，競技・指導・審査歴

・ 教育実践に関する業績



・ 学会等における口頭発表等

国際学会，国内学会（シンポジウム，フォーラム含む）で，ゲストスピーカー等として招待を受け

ての講演（パネリスト含む）又は議長を行った場合は，その旨明記（☆印を付す）する。

・上記以外の研究成果の発表状況

ⅱ) 共同研究（幼，小，中，高等学校及び特殊教育諸学校教員との共同研究を含む）の実施状況

ⅲ) 国際研究プロジェクトへの参加状況

ⅳ) 学会活動への参加状況等

・ 参加状況

・ 学会役職

・ 国際学会，国内学会（シンポジウム，フォーラム含む）の企画

・ 学会誌の編集 等

ⅴ) 国内外の学術賞の受賞状況

ⅵ) 在外研究の状況

ⅶ) 特色・強調点等

研究活動全般を通して，発表した成果物（著書，論文，作品など）や活動等，研究の内容はどのような

特色・強調点があったか，独創性と発展性，他分野への貢献，教育実践への寄与，地域の教育課題への寄

与，政策形成への寄与などの面からどのように優れているか自己評価し，簡潔に記述する。

③ 社会との連携

ⅰ) 社会的活動状況

・ 各種学外委員会等への参画等

・ 各種の研修，セミナー等における講演，指導・助言等

・ 公開講座，出前講座

・ その他の各種教育・研究支援，協力等

ⅱ) 社会への寄与等

上記「ⅰ)社会的活動状況」における活動が，

・ 社会の教育・研究に関するニーズへの寄与，

・ 各地域特有の教育上の諸課題解決への寄与

・ 各種の教育課題・政策形成への寄与 等

といった観点からどのように寄与したか，また，サービスの享受者（社会）からどのように受け止められ

たか自己点検・評価し，簡潔に記述する。



４ 評価委員会等における検証

(1) 評価委員会は，提出された自己点検・評価書の記載内容の整理，データ集計等の取りまとめ及び総括的な点検

・評価を行う。

(2) 評価委員会は，自己点検・評価が終了したときは，その結果を学長へ報告する。

(3) 学長は，経営協議会及び教育研究評議会の議を経て，自己点検・評価の結果を決定する。

５ 自己点検・評価書の作成

(1) 自己点検・評価書の様式

① 自己点検・評価書は，Ａ４縦長・横書きで，原則として電子ファイル（ Ｗｏｒｄ 「一太郎」又は「テキ「 」，

スト」形式）とする。

② 余白は，上下・左右とも20ミリ程度とする。

③ フォントは，明朝体９ポイントとする。原則として，日本語は明朝体で全角，英字は明朝体で半角，一桁の

数字は明朝体で全角，二桁以上の数字は明朝体で半角をそれぞれ使用する。

④ 漢字コードは，原則としてＪＩＳ第１，第２水準の範囲で使用し，外字は使用しない。人名などでＪＩＳ第

１，第２水準にない漢字は，代替文字，若しくは，かな書きとする。

⑤ 文体は 「である」を基調とした文章様式とする。，

⑥ オクリガナは，送りがなの付け方（内閣告示）に基づき記載する。

⑦ 接続詞の書き方は 「及び 「並びに 「又は 「若しくは」等とする。， 」， 」， 」，

⑧ 機関・委員会等の名称は，省略せずに正式名称を記載する。

⑨ 姓名のいずれか又は両方が１字の場合は，姓名の間を１字空ける。

(2) 自己点検・評価書の記述要領

① 職名は，平成19年３月31日現在で記入する。

② 「教育活動」の「授業 「研究指導 「その他の教育活動」及び「特色ある点及び今後の検討課題等」につ」， 」，

いては，それぞれ概ね200字から300字程度を目安として作成し，全事項で2,000字から2,500字程度を目安に作

成する。

② 助手が授業の補助を行っている場合は 「授業」について記入する，

６ 自己点検・評価書等の提出方法

(1) 提出方法

① 自己点検・評価書 １部

片面印刷したものを１部提出すること。

② 自己点検・評価書の電子媒体 １部

(2) 提出期限

平成１９年４月２７日（金）厳守

(3) 提出先

大学評価委員会委員長（事務担当：企画室企画・評価チーム（hyoka@juen.ac.jp，内線3658 ））

(4) その他

提出された自己点検・評価書等は返却しない。
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平成１７年度上越教育大学競争的教育研究資金の配分基準について

平成17年９月14日

上越教育大学長決定

１ 目的

この基準は，単科大学である本学の特性を十分に生かしつつ，多様で柔軟な教育研究実

施体制を確立し，競争的環境の醸成に努め，教育・研究をより活性化することを目的とす

る。

２ 資源配分の方針

（１） 中期計画１４４項については，大学の基本的な目標に基づいた教育に関する臨床研

究の推進を眼目として行う。研究と教育・研究指導を教育に関する臨床研究の側面か

ら評価し，資源を配分するものとする（以下「評価区分１４４」という 。各教員。）

は，該当する評価対象事項を教育に関する臨床研究との関連で申告し，評価を受ける

ものとする。

（２） 中期計画２０６項については，教育に関する臨床研究を含めて，広く本学の教育・

研究指導を評価するものとする（以下「評価区分２０６」という 。。）

（３） 競争的環境を醸成するために平成１３年度から実施している教育研究支援経費のう

ち各講座・分野別評価分における研究区分の事項については，教育研究支援経費講座

・分野別研究評価として，従来どおり評価を実施するものとする。

３ 中期目標・中期計画等における用語の定義等

（１） 「教育・研究指導」とは，本学の基本的目標に合致した人材を養成するために，大

学院学生・学部学生・研究生等に対して個別に行う教育上および研究上の指導・助言

活動を指すものとする。

（２） 「教育に関する臨床研究」とは，学校教育をはじめ，社会教育を含む教育・生涯学

習などさまざまな学習場面に臨み，その過程，組織，教材，メディア等を対象とする

研究活動を指すものとする。

（３） 「地域貢献等」とは，上越教育大学を中心とし，本学の機能によって結びついてい

る地域に対する本学の知的・人的資源による貢献を指すものとする。

本学は総合的な知的・人的資源を擁しており，その機能が多様である。本学を中心

に本学の機能によって結びついている地域は多重構造をなし，個々の地域ごとに構成

要素と空間的な広がりは様々である。例えば，公開講座を実施する機能は，当該講座

出席者が居住可能な領域にしか及ばないので上越市およびその近傍に限られるが，国

際的な活動に参画する機能は全世界をも本学に結び付けるものである 「地域貢献」。

ではなく「地域貢献等」と規定されていることからも，このような認識を採用する。

kikaku6
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具体的な「地域貢献等」には，以下の事項が相当する。

① 兼業許可を受けた活動

② 大学が組織的に外部に貢献する活動（コンサルテーション事業，公開講座，出

前講座，危機管理上設定される事業）

③ その他，大学の目的にあった学内外の事業への参加や貢献等，該当事項として

認定した内容

４ 財源及び配分予算科目

（ ） ， ， ，１ 財源は 学長裁量経費から５ ０００千円及び教育研究教員経費を充てるものとし

予算枠は，教育研究評議会の専門委員会である配分予算検討委員会（以下「配分予算

検討委員会」という ）で決定するものとする。。

（２） 各評価区分における配分比率については，資源全体を１００％としたとき，評価区

分１４４に２８％，評価区分２０６の「Ⅰ教育・研究指導」に２８％，評価区分２０

６の「Ⅱ地域貢献等」に２４％，教育研究支援経費講座・分野別研究評価に２０％と

するものとする。

（３） 各教員への配分予算科目は，教育研究教員経費（教育研究支援経費）とし，経費の

執行は，既に配分済みの教育研究教員経費と合わせ執行ができるものとする。

５ 申告書

（１） 評価区分１４４に係る申告書は，別紙１のとおりとする。

（２） 評価区分２０６に係る申告書は，別紙２のとおりとする。

（３） 教育研究支援経費講座・分野別研究評価に係る申告書は，別紙３の学内共通の区分

・事項に基づく評価基準（実績評価期間を含む ）を各講座・分野において検討し，。

学長の承認を得るものとする。

６ 審査方法及び配分

（１） 各教員への配分額は，各教員からの申告に基づき，学長が配分額を決定するものと

する。

（２） 教育研究支援経費講座・分野別研究評価の配分額の算出にあたっては，各教員から

の申告に基づく積算ポイントを基に，各講座・分野における平均ポイントを算出し，

平均ポイントが１００となる係数を各講座・分野毎にもとめ，この係数により各教員

の積算ポイントを改定し，改定された積算ポイントにより，各教員の配分額を算出す

る。

（３） 競争的教育研究資金の配分に関しては，配分予算検討委員会が行うものとする。

７ その他

この基準に定めるもののほか，競争的教育研究資金の配分に関し必要な事項は，学長が

別に定める。



別紙１

評価区分144：教育に関する臨床研究を教育・研究指導との関連で評価

Ａ 前年度修士２年次学生

A11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究｣への関連性

学生氏名 （高[3]／中[2]／低[1]） α）

研究課題 a 当該年度の修士論文提出（あり[5]／なし[0]）

論文タイトル b 当該年度の教員採用試験受験（あり[2]／なし[0]）

c 当該年度の教員採用試験合格（あり[5]／なし[0]）

d 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

e 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

f 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

g 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

h 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

計 β）

小計 α）×β）

前年度修士１年次学生

A21 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究｣への関連性

学生氏名 （高[3]／中[2]／低[1]） α）

研究課題 a 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

b 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

c 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

d 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

計 β）

小計 α）×β）

修了生（H13～15年度）

A31 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究｣への関連性

学生氏名 （高[3]／中[2]／低[1]） α）

研究課題 a 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

論文タイトル b 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

c 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

d 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

計 β）

小計 α）×β）

成果又は取組状況 根拠と理由

平成１７年度　資源配分申告書（評価区分１４４）

事項の細分と評価基準 ポイント学生

職名職名講座・分野等名 職名 氏名 ポイント総計講座・分野等名 職名 氏名 ポイント総計
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成果又は取組状況 根拠と理由事項の細分と評価基準 ポイント学生

前年度学部４年次学生

B11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究｣への関連性

学生氏名 （高[3]／中[2]／低[1]） α）

研究課題 a 当該年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

論文タイトル b 当該年度の卒業論文提出（あり[3]／なし[0]）

c 当該年度の教員採用試験受験（あり[2]／なし[0]）

d 当該年度の教員採用試験合格（あり[5]／なし[0]）

e 当該年度の学会発表（あり[3]／なし[0]）

f 当該年度の学会誌投稿（あり[3]／なし[0]）

g 当該年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]）

h 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場

・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]）

i 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）

計 β）

小計 α）×β）

前年度研究生，教員研修留学生等（科目等履修生を除く）

C11 学籍番号 臨床研究関連係数：研究課題の｢教育に関する臨床研究｣への関連性

学生氏名 （高[3]／中[2]／低[1]） α）

研究課題 a 当該年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

b 当該年度の学会発表（あり[3]／なし[0]）

c 当該年度の学会誌投稿（あり[3]／なし[0]）

d 当該年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場

・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]）

f 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）

計 β）

小計 α）×β）

a 教授内容の教育・研究課題への関連性（高[10]／中[5]／低[3]）

b 教授内容についての明示的な改善（あり[10]／なし[0]）

c 教授方法についての明示的な改善（あり[10]／なし[0]）

小計

合計

　　臨床研究関連係数　：　研究課題の「教育に関する臨床研究」への関連性（ 高[3] ／ 中[2] ／ 低[1]）　の判断基準

　　　　　 高 [3] ： 「教育に関する臨床研究」の定義を満たしており，かつ優れた成果，効果をあげている場合

　　　　　 中 [2] ： 学習場面を指向しており，臨床そのものを扱っている場合

　　　　　 低 [1] ： 学習場面を指向しているが，これを中心的なテーマとしていない場合

Ｄ 前年度における「教育に関する臨床研
究」に関連する教授内容・教授方法に
ついての教育・研究課題の設定と実施
内容
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別紙２

評価区分206：教育・研究指導，地域貢献等を全学的に評価

Ⅰ　教育・研究指導

Ａ 前年度修士２年次学生

A11 学籍番号 a 当該年度の修士論文提出（あり[5]／なし[0]）

学生氏名 b 当該年度の教員採用試験受験（あり[2]／なし[0]）

学年 c 当該年度の教員採用試験合格（あり[5]／なし[0]）

研究課題 d 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

論文タイトル e 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

f 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

g 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

h 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

i 留学生（あり[5]／なし[0]）

計

前年度修士１年次学生

A21 学籍番号 a 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

学生氏名 b 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

研究課題 c 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

d 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

f 留学生（あり[5]／なし[0]）

計

修了生（H13～15年度）

A31 学籍番号 a 当該年度の学会発表（あり[5]／なし[0]）

学生氏名 b 当該年度の学会誌投稿（あり[5]／なし[0]）

修了年度 c 当該年度の学会誌発表（あり[10]／なし[0]）

研究課題 d 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

論文タイトル ・機関の委嘱[3]／公共機関等[1]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[10]／主要会場

・機関の委嘱[5]／公共機関等[3]）

計

ポイント 成果又は取組状況学生

平成１７年度　資源配分申告書（評価区分２０６）

事項の細分と評価基準 根拠と理由

職名職名講座・分野等名 職名 氏名 ポイント総計講座・分野等名 職名 氏名 ポイント総計
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ポイント 成果又は取組状況学生 事項の細分と評価基準 根拠と理由

前年度学部４年次学生

B11 学籍番号 a 当該年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

学生氏名 b 当該年度の卒業論文提出（あり[3]／なし[0]）

研究課題 c 当該年度の教員採用試験受験（あり[2]／なし[0]）

論文タイトル d 当該年度の教員採用試験合格（あり[5]／なし[0]）

e 当該年度の学会発表（あり[3]／なし[0]）

f 当該年度の学会誌投稿（あり[3]／なし[0]）

g 当該年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]）

h 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場

・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]）

i 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）

j 留学生（あり[5]／なし[0]）

計

前年度研究生，教員研修留学生等（科目等履修生を除く）

C11 学籍番号 a 当該年度指導学生（あり[3]／なし[0]）

学生氏名 b 当該年度の学会発表（あり[3]／なし[0]）

研究課題 c 当該年度の学会誌投稿（あり[3]／なし[0]）

d 当該年度の学会誌発表（あり[5]／なし[0]）

e 当該年度の作品・演奏・競技等への参加（国際的機関・全国的規模[3]／主要会場

・機関の委嘱[2]／公共機関等[1]）

f 当該年度の作品・演奏・競技等への入賞（国際的機関・全国的規模[5]／主要会場

・機関の委嘱[3]／公共機関等[2]）

g 留学生（あり[3]／なし[0]）

計

a 本学の基本的な目標に対する教育・研究課題への関連性（高[10]／中[5]／低[3]）

b 教授内容についての明示的な改善（あり[10]／なし[0]）

c 教授方法についての明示的な改善（あり[10]／なし[0]）

計

小計Ⅰの小計

前年度における教授内容・教授方法に
ついての教育・研究課題の設定と実施
内容

Ｄ
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Ⅱ　地域貢献等（前年度実績）

a 会議等開催の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

b 各会議等の所要時間（２日以上[2]／１日[1]／半日[0.5]）

c 具体的な活動の実施（あり[3]／なし[0]）

d

e 刊行物の評価（優れている[5]／普通[3]）

a コンサルテーション事業の設置への参画（代表者[5]／分担者[1]）

b

c

a 国際交流事業の設置への参画（代表者[5]／分担者[1]）

b

c

d

a 委員（役職[5]／委員[2]）

b 委員会開催の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

a 開設（あり[3]／なし[0]）

b 開催の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）
※複数人で担当の場合は，自分の担当回数を記入

c 受講者等人数（20人以上[3]／19～10人[2]／9人以下[1]）
※複数人で担当の場合は，受講者を案分して記入

d 参加者のアンケート・その他外部者の報告等による評価（優れている[5]／普通[3]）

e

f 刊行物の評価（優れている[5]／普通[3]）

Ｆ

ポイント 成果又は取組状況

学外関係機関との会議等開催の回数（年間12回以上[5]／年間11～6回[3]／年間5回以内[1]）

コンサルテーション事業の実施（年間12回以上[5]／年間11～6回[3]／年間5回以内[1]）

国・地方公共団体・学会（国際的・全
国的な学会）等の委員
（国・地方公共団体・学会等毎に算出
するものとする）

Ｈ

公開講座の開設Ｉ

刊行物：配布範囲（海外を含む関係諸機関[4]／全国関係機関[3]／地域関係機関[2]／構成員のみ[1]））

根拠と理由

大学が行うコンサルテーション事業へ
の参加　（学校現場に対する相談事
業，心理相談事業等）

刊行物：配布範囲
（海外を含む関係諸機関[4]／全国関係機関[3]／地域関係機関[2]／構成員のみ[1]））

事　　　項

地域と連携した教育・研究を中心とす
る活動（教育文化の側面，地理・歴史
的側面，科学技術啓蒙の側面，芸術・
実技・観光の側面，メディア空間の側
面，危機管理の側面等）

Ｅ

事項の細分と評価基準

Ｇ 大学が行う国際交流事業への参加

学外関係機関との会議等開催の回数（年間12回以上[5]／年間11～6回[3]／年間5回以内[1]）

協定校担当者（コーディネーター）（あり[3]／なし[0]）

国際交流事業の実施（年間12回以上[5]／年間11～6回[3]／年間5回以内[1]）
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ポイント 成果又は取組状況 根拠と理由事　　　項 事項の細分と評価基準

a 開設（あり[3]／なし[0]）

b 開催の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

c 受講者等人数（50人以上[3]／49～25人[2]／24人以下[1]）

d 参加者のアンケート・その他外部者の報告等による評価（優れている[5]／普通[3]）

e

f 刊行物の評価（優れている[5]／普通[3]）

a 文化・芸術団体との連携（あり[3]／なし[0]）

b 連携に係る会合等の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

c 公演等の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

d 刊行物：配布範囲（海外を含む関係諸機関[4]／全国関係機関[3]／地域関係機関[2]／構成員のみ
[1]））

e 刊行物の評価（優れている[5]／普通[3]）

a 市民団体・ボランティア団体等との連携（あり[3]／なし[0]）

b 連携に係る会合等の回数（年間3回以上[3]／年間2回[2]／年間1回[1]）

c 刊行物：配布範囲（海外を含む関係諸機関[4]／全国関係機関[3]／地域関係機関[2]／構成員のみ
[1]））

d 刊行物の評価（優れている[5]／普通[3]）

a ホームページにおける教育・研究指導の成果の開示（あり[2]／なし[0]）

b 大学ホームページとのリンクまたは入試情報へのリンク（あり[2]／なし[0]）

c

a 学内提案（あり[3]／なし[0]）

b 競争的資金の申請（主たる担当者[5]／協力者[3]／なし[0]）

c

a 外部資金の申請（あり[3]／なし[0]）

b 外部資金の採択（あり[5]／なし[0]）

本学の基本的な目標に対する関連性の高いページ（Ａ４版11頁以上[3]／同10～6頁[2]／同5頁以下[1]／なし
[0]）（ホームページのＡ４版1頁は，1,000字相当とする。）

ホームページの公開による教育・研究
指導の成果の普及活動

大学としての競争的資金の獲得(特色Ｇ
Ｐ等)
（各項は，事項毎に算出するものとす
る。）

Ｎ

Ｍ

競争的資金の採択（主たる担当者[10]／協力者[5]／なし[0]）

上記以外の外部資金の獲得（科研，受
託研究，研究助成金等）
（各項は，事項毎に算出するものとす
る。）

Ｏ

地域文化・芸術等団体との連携
（町並み保存、芸能保存、各種コン
クール審査員等）

Ｋ

市民団体・ボランティア団体等との連
携

Ｌ

Ｊ

刊行物：配布範囲（海外を含む関係諸機関[4]／全国関係機関[3]／地域関係機関[2]／構成員のみ[1]））

出前講座の開設

4 ページ



ポイント 成果又は取組状況 根拠と理由事　　　項 事項の細分と評価基準

a 学内研究プロジェクトの申請（あり[3]／なし[0]）

b

a 役職等（あり[5]／なし[0]）

b

a 附属学校園の研究協議会協力者（あり[3]／なし[0]）

b 保健管理センターのカウンセラー（あり[5]／なし[0]）

c 保健管理センターのアドバイザー（あり[3]／なし[0]）

Ｓ

合計

小計

自己申告事項（あり[2]／なし[0]）

委員等（あり[2]／なし[0]）

学内運営に係る役職（委員長，私立大
学訪問キャラバンを含む）・委員（ク
ラス担当教員，課外活動団体顧問教職
講座講師等を含む）
（各項は，事項毎に算出するものとす
る。）

Ｑ

学内研究プロジェクトの採択（あり[5]／なし[0]）

学内研究プロジェクト資金の獲得
（各項は，事項毎に算出するものとす
る。）

Ｐ

学内施設等への貢献
（各項は，事項毎に算出するものとす
る。）

Ｒ

その他：自己申告事項
（事項毎に算出するものとする。）

5 ページ



別紙３

平成１７年度教育研究支援経費講座・分野別研究評価申告書

講座等名

氏 名

○対象期間：平成１２年度～平成１６年度

共 通 各講座・分野で（案）を作成

区 分 事 項 細 分 細 々 分 ﾎﾟｲﾝﾄ

研 究 (1) 著書，論文，

作品・演奏等の実績

(2) 学会発表

(3) 学会賞等



参 考

別紙３

平成１７年度教育研究支援経費講座・分野別研究評価申告書

講座等名

氏 名

○対象期間：平成１２年度～平成１６年度

共 通 各講座・分野で（案）を作成（下記は例示）

区 分 事 項 細 分 細 々 分 ﾎﾟｲﾝﾄ

研 究 (1) 著書，論文， ①著書（学術書） ・単著

作品・演奏等の実績 ・共著・分担

・翻訳・単訳

・翻訳・共訳

②論文（学術論文） ・単著

・共著

③作品・演奏 ・国際的機関，全国的規模

・主要会場・機関の委嘱

・公共機関等

④紀要・その他 ・単著

・共著

(2) 学会発表 ①国際学会 ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

②国内学会（全国） ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

③国内学会（ﾌﾞﾛｯｸ） ・シンポ，招待講演

・発表

・連名

(3) 学会賞等 ①学位

②学会賞



kikaku6
　別添資料３－３－①－１「「マルチコラボレーションによる実践力の形成」－学校現場の教育課題に対応した　　　　　　　　　　　　学校教育プログラムと大学の教師教育プログラムの開発を通して－」

























別添資料３－３－①－２「平成17年度上越教育大学研究プロジェクト採択一覧」
（単位：千円）〔継続分〕

区 分 所 属 ・職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称 研 究 費
採択
年度

６７５学習臨床・教授 藤岡 達也 科学・技術・社会相互関連を重視した地域環境教材及びプログラムの開発
６７５学校教育総合研究センター 釜田 聡 地域教育実践に関する総合的調査研究「上越教師の会」関係資料の収集・分析を中心として

・助教授
４８６１６ 一般研究 生徒指導総合・助教授 藤田 武志 学校の自立的な取組を促進する要因と学校支援の在り方に関する臨床社会学的研究
７４７言語系 ・助教授 石濱 博之 小学校英語教育における教材・教具の開発・提供とその運用に関する総合的研究 地域ネットワーク構築と（外 国 語 ）

英語活動の実践をとおして
６５７自然系（数学）・助教授 岩﨑 浩 「教室を拠点とした」協同的数学教材開発研究方法論の構築 「数学の面白さ」に焦点をあてて
６７５附属小学校・校長 若井 彌一 心豊かに生きる子どもをはぐくむ 、新しい教育課程の開発

３，９１５小 計
１，２１５１５ 特定研究 生徒指導総合・教授 西 穰司 学校指導職の養成・研修システムとカリキュラム開発に関する比較研究
５，１３０合 計

（単位：千円）〔新規分〕

区 分 所 属 ・職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称 研 究 費
採択
年度

６３０学習臨床・教授 上越市立大手町小学校の教育課程開発・授業研究システムのモデル化の試み－School based Curriculum増井 三夫
開発システムの研究－

７１１学習臨床・教授 中村 光一 臨床的手法を用いた比例的推論の基礎としての測定概念に関するカリキュラム開発
５８５学習臨床・助教授 北條 礼子 国際理解に焦点をあてた小学校英語活動の学習プログラム構築
６９３学習臨床・助教授 布川 和彦 小学校中学年における比例的推論育成のための学習活動系列に関する学習過程臨床的研究
６７５生徒指導総合・助教授 林 泰成 児童生徒の問題行動対策重点プログラムの開発研究
８６１１７ 一般研究 障害児教育・教授 藤原 義博 児童生徒が地域社会で主体的に活動するための教育支援に関する実践的研究－特別支援学校と家庭や関

係機関との連携の在り方－
６７５障害児教育・教授 大庭 重治 特別支援教育に係わる教員養成・研修を目的とする地域連携システムの試行的構築
６６６障害児教育・講師 藤井 和子 特別支援教育における個別の教育支援計画作成に関する実践研究
６６４芸術系（美術）・助教授 阿部 靖子 教員養成における表現・コミュニケーション実習の実践的研究－身体表現と映像メディアとを融合させた新し

いマルチメディアの捉え－
６７５附属中学校長 齋藤 九一 小中の接続を意識した新たな図形領域の単元構成
６７５附属幼稚園長 大瀧 ミドリ 人とかかわる力を育む新しい教育課程の開発

７，５１０小 計
２７０幼児教育・講師 礪波 朋子 幼児期の集団遊びにおけるコミュニケーションスキルに関する研究
２７７障害児教育実践センター・ 村中 智彦 知的障害のある児童の一斉・小集団指導における主体的な課題遂行を高める教育的支援に関わる実践研

助手 究・効果的なチームティーテングの検討
２７０生活・健康系（家庭）・助教授 光永伸一郎 最新の遺伝子研究の成果を反映させた実験教材の開発
２６４附属小学校・教諭 星山 薫 人と関係を結びながら，よりよい生き方をさぐる心の教育の在り方の研究
２７０１７ 若手研究 附属小学校・教諭 浅野 一清 総合的な学習の時間における「森と水の関わり」に関する一考察
２７０附属小学校・教諭 八木 秀文 幼小連携を通して「遊び文化」に着眼したカリキュラム開発
２７０附属小学校・教諭 岩澤 勝 個人運動における動きの心地よさを追求する実践的研究～小学校体育「水泳」におけるシンクロナイズドスイ

ミング導入の効果について～
２７０附属小学校・教諭 本田 修 関係力に着眼した英会話授業の年間計画と授業の工夫
２７０附属幼稚園・教諭 小林 秀智 仲間関係を支える「ルールある遊び」の効果的な指導法の提案

２，４３１小 計
９，９４１合 計



別添資料３－３－①－３「平成18年度上越教育大学研究プロジェクトの公募について（通知）」
平成１８年４月１１日

教 員 各 位

学 長

平成１８年度上越教育大学研究プロジェクトの公募について（通知）

標記について，下記のとおり公募いたします。

記

◎ 平成１８年度上越教育大学研究プロジェクト公募要領

１ 目 的
上越教育大学研究プロジェクト（以下「研究プロジェクト」という。）は，本学独自のもので，教

育実践学領域での研究に一定の期間研究費の重点配分を行い，教育実践学の構築を図るとともに，そ
の成果を大学院の教育プログラムとして活用することを目的とする。（ただし，若手研究は研究活動
のみとする。）

２ 公募の種類
平成１８年度に公募する研究プロジェクトの種類等は，次表のとおりである。一般研究については

あらかじめ設定されたテーマによる研究と教員有志の独自テーマによる研究に分けて公募を行いま
す。

種 類 区 分 テ ー マ 研 究 費
研 究
期 間

① 附属学校及び地域の学校との連携による臨床的研究 ２年間 １５０万円程度を上限とする。

一般研究 ② オンリーワン（本学独自）のカリキュラム開発 （単年度分７５万円程度）
教育実践研究 ③ 教員有志の独自テーマによる研究

若手研究 １年間 ３０万円程度を上限とする。

① 附属学校及び地域の学校との連携による臨床的研究 ２年間 １５０万円程度を上限とする。
教育実践基盤 一般研究 ② オンリーワン（本学独自）のカリキュラム開発 （単年度分７５万円程度）

研究 ③ 教員有志の独自テーマによる研究

若手研究 １年間 ３０万円程度を上限とする。

採択件数は，教育実践研究と教育実践基盤研究全体で，一般研究，若手研究それぞれ各１０件程度
を予定している。

（注）
① 種 類
ｱ 教育実践研究

教育現場が抱えている諸課題を，実践的立場から研究し，その成果を教育現場において活
用できる研究

ｲ 教育実践基盤研究
社会・教育環境のニーズに対応した教育実践の基盤となる基礎的研究

② 区 分
ｱ 一般研究（共同研究）



・あらかじめ設定されたテーマによるプロジェクト研究で１件あたりの研究費が１５０万円
を上限とするもの

・教員有志の独自のテーマによるプロジェクト研究
ｲ 若手研究（１人で行う研究）

・平成１８年４月１日現在で４０歳以下の者（昭和４０年４月２日以降に生まれた者）が
１人で行う研究で，今後の発展が期待できる研究

研究費③
予算の都合等により減額する場合がある。

３ 研究組織
( ) 研究代表者1

研究代表者は，本学教員とする。ただし，附属学校（園）の教員が中心となる研究プロジェク
トの場合は，校（園）長とする。

( ) 研究分担者2
研究分担者は，本学教員（附属学校（園）を含む。）とする。ただし，必要に応じて学外の者

を加えることができる。
( ) 研究協力者3

研究計画の遂行上，本学大学院学生を研究協力者として参加させることを推奨する。

４ 申請方法
申請を希望する研究代表者は，申請書（別紙様式１）を平成１８年５月３１日（水）（期限厳守）

までに研究連携室（内線３６１５，メール ）へ１部提出すること。kensien

５ 審査及び採否の決定
採択，配分額の決定は学長が行う。

６ 審査結果の通知
審査の結果は７月中に文書で，研究代表者に通知する。
また，採択された研究プロジェクトは，全学に公表する。

７ 申請に当たっての留意点及び申請書類作成上の留意事項
( ) 申請に当たっての留意点1

① 申請できる研究費は，研究計画の遂行に必要な経費及び研究成果の取りまとめに必要な経費
とする。

② 謝金は，研究への協力（資料整理，実験補助，翻訳・校閲，専門的知識の提供，アンケート
の配付・回収，研究資料の収集等）をする者に対する経費

③ 旅費は，研究代表者，研究分担者，その他研究へ協力する者の出張（資料収集，各種調査，
研究の打合せ，研究の成果発表等）のための経費

④ 研究計画の遂行に必要な経費であっても，次の経費は申請することができない。
ア 建物等施設に関する経費
イ 雇用関係が生ずるような給与等
ウ 机，椅子，複写機等通常備えるべき設備備品を購入するための経費

⑤ 同一年度における同一研究代表者の重複申請は認めない。
⑥ 一般研究は，必ず複数の研究者で構成されていること。
⑦ 採択された研究プロジェクトの研究者は，大学院において実施する授業科目の授業担当者と
なること。（若手研究を除く）

( ) 申請書類作成上の留意事項2
① 「プロジェクトの概要」欄の記入に当たっては，専門が異なる者にも十分理解できるように
留意すること。また，プロジェクトの概要は簡潔に記入すること。なお，本学は教育実践学の
構築を目指していることから，広い意味で教育実践や学校教育等との関連性を記入すること。

② 「授業科目の分担内容・特色・研究目的との関連性」欄の記入方法
分担できる授業内容について，具体的な専門分野・研究方法等を簡潔に記入すること。

③ 研究業績は，研究プロジェクト全体で代表的なもの２０編以内を記入すること。なお，申請
する研究プロジェクトに何らか関連するものであれば，学術論文・学術書以外（例えば教育実



践の報告書等）でも可とする。

８ 研究成果の公開
( ) 本学公式ホームページによる公開1

研究成果の概要を本学公式ホームページにおいて公開するため，研究プロジェクト終了後，終了
報告書（別紙様式２）を提出すること。

（ ）研究成果報告書（冊子）の発行2
一般研究については，事務局において研究プロジェクト全体を取りまとめた研究成果報告書を発

行するため，研究プロジェクト終了後，別途原稿を依頼する。

（ ）シンポジウムの開催3
本研究成果を学校教育現場における教育実践に還元することを目的として，公立学校教員及び教

育委員会等関係機関の関係者を交えたシンポジウムの開催を予定しており，数名の研究プジェクト
代表者に参加を依頼する。

９ その他
採択された研究プロジェクトは，研究の進展等によってメンバーを変更することができる。その

場合，研究代表者は，変更内容を直ちに学長に文書で提出すること。



◎ 授業科目の開設概要

研究プロジェクトで実施した研究の成果を大学院における教育に還元することを目的として，授業科
目を開設しており，一般研究として採択された研究プロジェクトのメンバーは，採択された最終年度の
後期に授業を実施するものとする。

授業科目のイメージ
［目的］

１～６回は，学校教育に関係する広範な専門分野の研究においてどのような方法論を用いてい
るのかを具体的に理解するため，それぞれの研究者から研究成果に基づいた教育実践学へのアプ
ローチに関して１回づつ授業を行う。
７～１５回については，受講者に対し，それぞれの研究プロジェクトから一つを選択させ，研

究方法・成果に関する学習を通じて，内容を深めさせると同時に，研究の過程を理解し，研究に
対する考え方及び取り組み方を実際に学ばせる。

［授業計画・内容］（採択件数が１０件の場合）

授業回数 採択研究 授 業 内 容

１ オリエンテーション この授業の趣旨説明を含む。

２ Ａの研究 Ｂの研究
授業内容や授業の順番は，研究プロジェクト研究の採択者

３ Ｃの研究 Ｄの研究 の協議により決定して頂きます。

４ Ｅの研究 Ｆの研究

５ Ｇの研究 Ｈの研究

６ Ｉの研究 Ｊの研究

そ れ ぞ れ の 採 択 研 究 の 分 野
授業回数

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５





別添資料３－３－①－５「学部と附属学校，公立学校等との共同研究テーマ策定理念

（第23回教育研究評議会 資料No.７ 」）

学部と附属学校、公立学校等との共同研究テーマ策定理念（案）

、 （ 。 「 」 。）上越教育大学と附属学校 公立学校等 教育委員会を含む 以下 附属学校等 という

との共同研究は、大学と附属学校等との双方が学術的又は理論的、教育実践的に新たな水準

の開拓を目指すとともに、大学が地域に開かれた高等教育機関としての役割を積極的に果た

すことを目指すものである。

（参考）

平成１７年度年度計画

学部と附属学校、公立学校等との共同研究テーマ策定理念及び意向調査の結果を踏140

まえ、共同研究を実施する。







別添資料３－３－①－７「学校教育総合研究センター・上越市教育委員会共同研究（キャリア教育推進事業 」）

学校教育総合研究センター・上越市教育委員会共同研究（キャリア教育推進事業） 

上越教育大学学校教育総合研究センター 松井千鶴子 

１ 研究推進 

(1)  第１回 教育研究部キャリア教育研究推進委員会 
平成１７年７月５日（火） 
上越市立教育センター 

《内容》 

① 昨年度までの研究の概要 

② 本年度の研究のねらい 

③ 活動についての基本方針 

④ 研究推進年間計画 

⑤ 研究課題の洗い出し 

(2)  第２回 教育研究部キャリア教育研究推進委員会 
平成１７年８月２日（火） 
上越市立教育センター 

  《内容》 

① 研究課題・研究内容 

② 小・中・高の連携の観点 

(3)  第３回 教育研究部キャリア教育研究推進委員会 
平成１７年８月２５日（木） 
上越市立教育センター 
《内容》 

① キャリア教育を学校に導入するためのテキストの項目・内容 
② 小・中（・高等）学校の連携の観点 
③ 本年度の研究の柱 

④ ３中学校区別の研修会について 

(4)  第４回 教育研究部キャリア教育研究推進委員会 
平成１７年１２月２日（金） 

上越市立城北中学校 
《内容》 
① 上越教育大学 三村助教授からの指導 

② 実践交流 
③ 導入・実践のためのテキスト作成 
④ 研究実践収録のテキスト執筆 
⑤ ２月の研究発表研修会の実施計画 
⑥ 今後の研究推進計画 

(5) その他の取組 

・ 各中学校区での研修会の実施（大潟町中学校区，城西中学校区，城北中学校区） 

・ 推進委員による各学校での実践の推進 

 

平成１８年２月７日（火） キャリア教育研究発表研修会 

３月      「市教育センター実践研究収録第34集」の発行 

     

※ 「市教育センター実践研究収録第 34集」に，研究成果が集約されます。 



別添資料３－３－①－８「平成１８年度研究プロジェクト応募件数」

平成１８年度研究プロジェクト応募件数

一般研究 若手研究 計

教育実践研究 7 13 20

教育実践基盤研究 6 0 6

13 13 26

一般研究テーマ別

① ② ③ 計

教育実践研究 5 2 7

教育実践基盤研究 1 2 3 6

（備考）

附属学校からの申請

一般研究：１件（附属小学校長）

若手研究：１２件（附属小学校１１件，幼稚園１件）

①　附属学校及び地域の学校との連携による臨床的研究
②　オンリーワン（本学独自）のカリキュラム開発
③　教員有志の独自テーマによる研究

計



別添資料３－４－①－１「本学ホームページ「教育職員免許取得プログラム支援室の設置 」」



別添資料３－４－①－２「施設有効活用検討専門委員会の設置」

施設有効活用検討専門委員会の設置

１ 趣 旨

国立大学法人上越教育大学教育研究評議会規則第９条の規定に基づき，教育研究評議

会の専門委員会として，施設有効活用検討専門委員会を設置する （ 教育研究。 H17.10.12

評議会承認）

２ 設置目的

平成１９年４月設置に向けた専門職大学院及び平成１７年４月から受入れを開始し，

平成１９年４月に３年目の長期履修が始まる長期履修学生制度を目前に控え，新たに教

育研究上必要となる施設を確保していくためには，全学的な協力を得て，既存施設の利

用実態を把握し，さらなる有効活用を図ることが必要である。

このため，共用化となっている施設・設備の利用状況の分析，既存施設の効率的・効

果的な利用のための共用化及び再配置を踏まえた施設の有効活用についての基本的なル

ール作り等をするため，教育研究評議会の専門委員会として「施設有効活用検討専門委

員会」を設置する。

３ 組 織

専門委員会は，次に掲げる者をもって組織する。

( ) 教育研究評議会からの委員として２名1

( ) 各部から２名程度2

( ) 事務局から関係課長・室長3

４ 事務の処理

専門委員会に関する事務は，総務部施設マネジメント課において処理する。



別添資料３－４－①－３「上越教育大学ティーチング・アシスタント実施要項」

（平成16年４月１日学長裁定）上越教育大学ティーチング・アシスタント実施要項

（趣旨）

， （ 「 」 。） ，１ この要項は 大学院学校教育研究科 以下 大学院 という の優秀な学生に対し

教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ，これに対する手当を支給することにより，当

該学生の処遇の改善に資するとともに，上越教育大学（以下「本学」という ）におけ。

る教育の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図るため，必要な事項を定

める。

（名称）

， 。２ 前項に規定する教育補助業務を行う者の名称は ティーチング・アシスタントとする

（職務内容）

３ ティーチング・アシスタントは，授業科目を担当する教員（以下「授業担当教員」と

いう ）の指示に従い，本学の学部学生に対する演習，実験，実習等の教育補助業務を。

行うものとする。

（身分）

４ ティーチング・アシスタントの身分は，非常勤職員とする。

（任用条件）

５ ティーチング・アシスタントは，大学院の優秀な学生のうち，次の各号に掲げる者に

該当するものから任用するものとする。ただし，現職教育のため任命権者の命により派

遣された大学院学生は，除くものとする。

(1) 学業が優秀で，人格が円満であり，かつ，指導者としての適性を有する者

(2) 教員・研究者となることを希望しており，ティーチング・アシスタントとしての経

験が役立つと思われる者

（実施計画）

６ 学部主事は，授業担当教員からティーチング・アシスタントによる教育補助業務の実

施の希望があった場合には，別記第１号様式のティーチング・アシスタント実施計画申

請書を作成し，学長に提出するものとする。

（授業科目の選定）

７ 教育補助業務を実施する授業科目の選定は，教務委員会が行う。

８ ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせる授業科目は，講義及び非常勤

講師が担当する授業科目を除くものとする。

（任用計画）

９ 学部主事は，申請した授業科目が，前項の規定により選定された場合には，別記第２

号様式のティーチング・アシスタント任用計画申請書を作成し，学長に提出するものと

10 ティーチング・アシスタントの選考は，教務委員会が行う。

（勤務時間）

11 ティーチング・アシスタントの勤務時間は，月40時間（週10時間程度）以内を標準と

し，当該学生が受ける研究指導及び授業に支障が生じないよう配慮するものとする。



（任用手続）

12 ティーチング・アシスタントの任用手続については，国立大学法人上越教育大学非常

勤職員就業規程（平成16年規程第37号。以下「非常勤職員就業規程」という ）による。

ものとする。

（給与）

13 ティーチング・アシスタントの給与は，非常勤職員就業規程により取り扱うものとす

る。ただし，手当は時間給のみとし，他の給与は支給しないものとする。

（事前指導等）

14 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせるに当たって

は，次の各号に掲げる事項を実施するものとする。

(1) 事前における当該業務に関する適切なオリエンテーション

(2) 継続的かつ適切な指導助言

(3) ティーチング・アシスタントからの意見聴取等

（実施報告）

15 授業担当教員は，ティーチング・アシスタントの任用期間が終了したときは，速やか

に任用したティーチング・アシスタントについて，別記第３号様式のティーチング・ア

シスタント実施報告書を学部主事を経て，学長に提出するものとする。

（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科学生の取扱い）

16 兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科の学生で，本学に配属となった者について

は，本学の学生とみなして，この要項を適用する。この場合において，第１項中「上越

教育大学大学院学校教育研究科」とあるのは「兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究

科」と，第３項中「学部学生」とあるのは 「学部学生又は大学院修士課程学生」とす，

る。

（事務の処理）

17 ティーチング・アシスタントに関する事務は，学務部教育支援課において処理する。

（その他）

18 この要項に定めるもののほか，ティーチング・アシスタントに関し必要な事項は，別

に定める。

附 則

この要項は，平成16年４月１日から施行する。

別記様式：省略

する。



別添資料３－４－①－４「上越教育大学ティーチング・サポーター実施要項」

（平成18年１月23日学長裁定）上越教育大学ティーチング・サポーター実施要項

（趣旨）

１ この要項は，大学院学校教育研究科（以下「大学院」という ）の学生に教育職員免。

許状の取得の所要資格を得させることを目的としたプログラム受講者が，学校教育学部

（以下「学部」という ）の授業科目を受講することに対応するため，小学校教諭普通。

免許状取得のための必修科目のうち，特に受講者が多い授業科目について，大学院の優

秀な学生に対し，教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ，当該授業科目の円滑な授業

運営に資するため，必要な事項を定める。

（名称）

２ 前項に規定する教育補助業務を行う者の名称は，ティーチング・サポーターとする。

（職務内容）

３ ティーチング・サポーターは，授業科目を担当する教員（以下「授業担当教員」と

いう ）の指示に従い，本学学部の講義，演習，実験，実習等の教育補助業務を行うも。

のとする。

（身分）

４ ティーチング・サポーターの身分は，非常勤職員とする。

（任用条件）

５ ティーチング・サポーターは，大学院の優秀な学生のうち，学業が優れ，人格が円満

であり，かつ，指導者としての適性を有する者から任用するものとする。ただし，現職

教育のため任命権者の命により派遣された大学院学生は，除くものとする。

（実施計画）

６ 学部主事は，授業担当教員からティーチング・サポーターによる教育補助業務の実施

の希望があった場合には，別記第１号様式のティーチング・サポーター実施計画申請書

を作成し，学長に提出するものとする。

（授業科目の選定）

７ 教育補助業務を実施する授業科目の選定は，教務委員会が行う。

８ ティーチング・サポーターに教育補助業務を行わせる授業科目は，非常勤講師が担当

する授業科目を除くものとする。

（任用計画）

９ 学部主事は，申請した授業科目が，前項の規定により選定された場合には，別記第２

号様式のティーチング・サポーター任用計画申請書を作成し，学長に提出するものとす

る。

10 ティーチング・サポーターの選考は，教務委員会が行う。



（勤務時間）

， （ ） ，11 ティーチング・サポーターの勤務時間は 月40時間 週10時間程度 以内を標準とし

当該学生が受ける研究指導及び授業に支障が生じないよう配慮するものとする。

（任用手続）

12 ティーチング・サポーターの任用手続については，国立大学法人上越教育大学非常勤

職員就業規程（平成16年規程第37号。以下「非常勤職員就業規程」という ）によるも。

のとする。

（給与）

， 。13 ティーチング・サポーターの給与は 非常勤職員就業規程により取り扱うものとする

ただし，手当は時間給のみとし，他の給与は支給しないものとする。

（事前指導等）

， ，14 授業担当教員は ティーチング・サポーターに教育補助業務を行わせるに当たっては

次の各号に掲げる事項を実施するものとする。

(1) 事前における当該業務に関する適切なオリエンテーション

(2) 継続的かつ適切な指導助言

(3) ティーチング・サポーターからの意見聴取等

（実施報告）

15 授業担当教員は，ティーチング・サポーターの任用期間が終了したときは，速やかに

任用したティーチング・サポーターについて，別記第３号様式のティーチング・サポー

ター実施報告書を学部主事を経て，学長に提出するものとする。

（事務の処理）

16 ティーチング・サポーターに関する事務は，学務部教育支援課において処理する。

（その他）

17 この要項に定めるもののほか，ティーチング・サポーターに関し必要な事項は，別に

定める。

附 則

この要項は，平成18年１月23日から施行する。

別記様式：省略



別添資料３－４－①－５「ティーチング・アシスタント実施授業科目の選定について」

ティーチング・アシスタントの実施授業科目の選定について

平成１４年２月２１日

教 務 委 員 会

上越教育大学において，ティーチング・アシスタントが教育補助業務を実施する授業科目
の選定に当たっては，各学部主事から提出された申請書に基づく要求順位の調整を，次のと

おり行うものとする。

（１）全学部学生に共通する授業科目を優先し，学内順位を付す。

（２ （１）に付した学内順位に続いて，次の①～④の手順で学内順位を付す。）

， 。①次に掲げた順番に従い 当該部の要求順位１位の授業科目にそれぞれ学内順位を付す
１）第１部 ２）第２部 ３）第３部 ４）第４部 ５）第５部

， 。②次に掲げた順番に従い 当該部の要求順位２位の授業科目にそれぞれ学内順位を付す
１）第５部 ２）第４部 ３）第３部 ４）第２部 ５）第１部

， 。③次に掲げた順番に従い 当該部の要求順位３位の授業科目にそれぞれ学内順位を付す
１）第１部 ２）第２部 ３）第３部 ４）第４部 ５）第５部

④ 以下同様の作業を繰り返し行う。

（３）次年度については，前年度に任用された最後の順位の授業科目を持つ部の次の部から
同様の作業を行い，学内順位を付していくものとする。



別添資料３－４－①－６「平成18年度ティーチング・アシスタント実施計画」






	基準３に関する根拠資料
	3-1-①-1　上越教育大学部等の組織運営規則
	3-1-①-2　国立大学法人上越教育大学の大学教員の人事方針
	3-1-①-3　第31回教育研究評議会議事論旨（抜粋）
	3-1-①-4　教育選考について（発議） （第34回教育研究評議会資料より）
	3-1-②-1　役員・職員数（「上越教育大学概要2006」より抜粋）
	3-1-②-2　平成18年度非常勤講師担当授業科目の日程等
	3-1-②-3　平成18年度教員養成実地指導講師採用計画
	3-1-③-1　平成18年度教育職員免許課程認定上等の専任教員一覧
	3-1-③-2　 平成18年度指定保育士教科目名称読み替え表及び担当教員（平成18.4.1現在）
	3-1-④-1　専攻別・コース別「マル合」・「合」教員数（平成18年５月１日現在）
	3-1-⑤-1　平成18年度連合学校教育学研究科大学別・資格別教員数一覧（平成18年４月17日現在）
	3-1-⑤-2　平成18年度連合学校教育学研究科講座別・資格別教員数一覧
	3-1-⑤-3　連合学校教育学研究科年齢別教員数・構成大学別内訳（平成18年４月１日現在 ）
	3-1-⑥-1　国立大学法人上越教育大学教員任期規程
	3-2-①-1　国立大学法人上越教育大学教員選考基準規程
	3-2-①-2　国立大学法人上越教育大学の助手の選考及び職務に関する申合せ
	3-2-①-3　都道府県教育委員会から採用する任期付職員の資格審査の基準
	3-2-①-4　国立大学法人上越教育大学教員選考手続細則
	3-2-①-5　 「履歴書」及び「教育研究業績書」
	3-2-①-6　 「履歴書」及び「教育研究業績書」の記入上の注意について
	3-2-②-1　 平成17年度学生による授業評価実施要項及び集計結果
	3-2-②-2　 自己評価レポート作成要領
	3-2-②-3　 「学生による授業評価アンケート」集計結果に基づく自己評価レポートの作成について（依頼）
	3-2-②-4　 各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価の実施方法
	3-2-②-5　平成17年度上越教育大学競争的教育研究資金の配分基準について
	3-3-①-1　「マルチコラボレーションによる実践力の形成」－学校現場の教育課題に対応した学校教育プログラムと大学の教師教育プログラムの開発を通して－
	3-3-①-2　平成17年度上越教育大学研究プロジェクト採択一覧
	3-3-①-3　 平成18年度上越教育大学研究プロジェクトの公募について（通知）
	3-3-①-4　各センター主催講座の実施状況と連動
	3-3-①-5　 学部と附属学校，公立学校等との共同研究テーマ策定理念（第23回教育研究評議会資料No.７）
	3-3-①-6　共同研究等実施状況
	3-3-①-7　学校教育総合研究センター・上越市教育委員会共同研究（キャリア教育推進事業）」
	3-3-①-8　 平成１８年度研究プロジェクト応募件数
	3-4-①-1　 本学ホームページ「教育職員免許取得プログラム支援室の設置」
	3-4-①-2　施設有効活用検討専門委員会の設置
	3-4-①-3　上越教育大学 ティーチング・アシスタント実施要項
	3-4-①-4　 上越教育大学ティーチング・サポーター実施要項
	3-4-①-5　　ティーチング・アシスタント実施授業科目の選定について
	3-4-①-6　 平成18年度ティーチング・アシスタント実施計画
	3-4-①-7　平成18年度ティーチング・アシスタント実施計画



